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Ⅰ. 緒言 

アスリートは、試合で勝利するためにコンデ

ィションを整えている。しかし、大事な試合の

前にコンディションを崩すこともある。コンデ

ィションを悪化させる要因にはストレスが考

えられる。ストレスには、生理的ストレス、精

神的ストレスや化学的ストレスなどがあり、免

疫機能にも影響すると考えられている。生理的

ストレスのストレッサーには、運動があげられ、

運動条件によりストレスになることがある。そ

のため運動トレーニングが、アスリートの免疫

機能低下を引き起こし上気道感染症増加の要

因となるとも言われている。 

上気道感染症の原因となる病原体は鼻や口

から感染するため、上気道での局所の免疫機構

として、唾液の果たす役割は大きい。中でも、

唾液中の分泌型免疫グロブリン A（Secretory 
Immuno globulin A: SIgA）は上気道感染症の罹

患にも関係がある。唾液中 SIgA は運動の影響

をうけて変化することが知られている。一過性

の高強度運動を行ったあとには SIgA レベルが

低下する。この時、上気道感染症の発症率が上

がるのは、SIgA が低下することと関係がある

とされている。 
サプリメントのひとつであるハーブの一種

にエキナセア(Echinacea purpurea)がある。エ

キナセアは、欧米に分布する多年草であり、風

邪、インフルエンザ、上気道感染症の徴候を緩

和する主要なハーブと言われている。特に、風

邪などの上気道感染時には感染頻度、罹病期間

などを減らす効果があるとも言われている。一

方で、風邪などの上気道感染時には効果がない

という報告もある。 

最近、エキナセア摂取によって、高強度運動

による SIgA の低下が防止されると報告された。

しかし、エキナセア摂取がコンディションに及

ぼす影響についての詳細な研究は少ない。本研

究は、エキナセアを 4 週間摂取することにより

推定最大酸素摂取量、唾液中 SIgA、Profile of 
Mood States (POMS)、唾液アミラーゼ活性や主

観的指標などのコンディション指標の変化を

調査することにより、アスリートのコンディシ

ョニングにおけるエキナセアの効果を明らか

にすることを目的とした。 

 

Ⅱ. 方法 
学校の定期健康診断でとくに問題のなかっ

たフットサルサークルに所属する大学生と大

学院生の男性、計 12 名(平均年齢 21.25±2.22 歳)
を対象とした。測定は、サプリメント摂取前(0
日目)、サプリメント摂取 4 週間(28 日目)後お

よびサプリメント摂取終了 3 週間後(49 日目)
の 3 回実施した。測定日の 1 日のスケジュール

と測定項目は実験初日(0 日目)と同じ手順で行

った。まず各測定日の安静時に対象者の身体組

成(体重)を測定した。また、実験初日のみ安静

時に身体組成として体脂肪率も測定した。そし

て, 運動負荷として 20m シャトル・ラン・テス

トを行い、その前後で唾液採取、POMS や唾液

アミラーゼ活性の測定を実施した。その後、対

象者はフットサルの練習を行い最後にもう一

度体重の測定と唾液採取、POMS や唾液アミラ

ーゼ活性の測定を実施した。対象者は、翌日か

ら、サプリメントとして市販されているエキナ

セアあるいはプラセボのいずれかを 4 週間摂

取した。健康状態アンケートとサプリメント摂

取に関してアンケートも行った。 
唾液 SIgA 濃度は ELISA 法で測定した。SIgA

濃度(μg/mL)と唾液分泌速度(mL/min)の積によ

り SIgA 分泌速度(μg/min)を算出した。 
 
Ⅲ. 結果 
唾液分泌速度：プラセボ群は、各測定日内の

経時変化では、有意な変化は見られなかった。

しかし、シャトルラン前の経時変化は、28 日

目に比べ 49 日目において有意に増加した。エ

キナセア群は、0 日目にはシャトルラン後に比

べ練習後において有意に増加した。28 日目に

はシャトルラン前後と比べ練習後において有

意に増加した。49 日目にはシャトルラン前に



比べシャトルラン後において有意に低下した。

また、シャトルラン後に比べ練習後において有

意に増加した。しかし、シャトルラン前の経時

変化では、有意な変化は見られなかった。各測

定点におけるプラセボ群とエキナセア群の比

較では、すべての測定結果において有意な変化

は見られなかった。 
SIgA 濃度と SIgA 分泌速度：プラセボ群の

SIgA 分泌速度は、0 日目(F)は、シャトルラン

前(F1)では 13.26 ± 4.36 μg/min、シャトルラン

後(F2)では 13.92 ± 6.21 μg/min、練習後(F3)で
は 11.98 ± 5.49 μg/min であった。28 日目(S)は、

S1 では 12.39 ± 7.89 μg/min、S2 では 15.34 ± 
12.83 μg/min、S3 では 17.37 ± 5.98 μg/min で

あった。49 日目(T)は、T1 では 13.24 ± 5.25 
μg/min、T2 では 12.42 ± 7.19 μg/min、T3 では

13.21 ± 4.14 μg/min であった。エキナセア群の

SIgA 分泌速度は、0 日目は、F1 では 14.68 ± 8.43 
μg/min、F2 では 15.26 ± 10.37 μg/min、F3 では

13.80 ± 8.72 μg/min であった。28 日目は、S1
では 17.98 ± 7.96 μg/min、S2 では 15.98 ± 8.79 
μg/min、S3では23.00 ± 13.50 μg/minであった。

49 日目は、T1 では 17.73 ± 14.51 μg/min、T2
では 12.69 ± 7.04 μg/min、T3 では 16.25 ± 13.34 
μg/min であった。プラセボ群とエキナセア群

ともに各測定日全てにおいて有意な変化は見

られなかった。また、シャトルラン前の経時変

化でも、有意な変化は見られなかった。各測定

点におけるプラセボ群とエキナセア群の比較

では、すべての測定結果において有意な変化は

見られなかった。 
POMS：0日目の緊張を示す得点は、プラセ

ボ群とエキナセア群ともにシャトルラン前と

比較してシャトルラン後と練習後で有意に値

が低下した。プラセボ群の怒りを示す得点は、

28 日目のシャトルラン前と比べ練習後におい

て有意に低下した。混乱は、プラセボ群は 0

日目には、シャトルラン前と比べシャトルラン

後において有意に低下した。疲労は、プラセボ

群は 49 日目にシャトルラン前と比べシャトル

ラン後と練習後において有意に増加した。エキ

ナセア群は 0日目と 28 日目とも、シャトルラ

ン前と比べシャトルラン後と練習後において

有意に増加した。49 日目には、シャトルラン

前と比べシャトルラン後において有意に増加

した。TMD(総合評価)は、エキナセア群は 0日

目には、シャトルラン後と比べ練習後において

有意に低下した。 

唾液アミラーゼ活性：プラセボ群は 0日目に

はシャトルラン前に比べシャトルラン後にお

いて有意に増加した。28 日目にはシャトルラ

ン前に比べ練習後において値が有意に増加し

た。49 日目には有意な値の変化は見られなか

った。また、シャトルラン前の経時変化でも、

有意な変化は見られなかった。エキナセア群は、

各測定日ともに有意な値の変化は見られなか

った。また、シャトルラン前の経時変化でも、

有意な変化は見られなかった。各測定点におけ

るプラセボ群とエキナセア群の比較では、すべ

ての測定結果において有意な変化は見られな

かった。 
健康状態アンケート：プラセボ群とエキナセ

ア群ともに摂取期間、摂取後、および全体にお

いて有意な差は見られなかった。 
サプリメント摂取に関するアンケート：両群

で有意な差は見られなかった。 
個人結果も有意な差は見られなかった。 
 

Ⅳ. 考察 
エキナセアは免疫力を高めると報告されて

いる。しかし、今回の結果からは、エキナセア

が免疫機能に影響している可能性を考えるこ

とは難しい。この原因としてはいくつか考えら

れるが、その中でも一番大きな原因は対象者数

が少ないことが考えられる。特に、今回の実験

期間中、エキナセア群の対象者のうち 1名が風

邪の影響で 28 週目の測定に参加できなかった。

そのため、エキナセア群ではさらに対象者が減

ってしまった。第 2の原因にサプリメントの影

響は、人により個人差が生じると考えられる。

第 3に運動条件の影響も考えられる。本研究は、

大学フットサルサークル所属学生を対象に実

施したものである。アスリートと異なり日頃の

運動習慣も対象者によって個人差があり、また、

1日の練習においても激しい練習をしていた

人と適当な練習をしていた人がいたと考えら

れる。エキナセアの免疫機能への影響を明確に

するためには、対象者を増やし、運動条件の変

更が必要であると考えられる。また、シャトル

ランの実施予定は心理ストレスとなって、運動

前の SIgA 値を引き下げたため、運動前後の差

が少なくなった可能性が考えられる。 
 

Ⅴ. 結論 
本研究では、アスリートのコンディショニン

グにおけるエキナセアの明確な効果はないと

考えられた。今後は、対象者を増やし、運動条

件を変更し、さらなる検討が必要であると考え

る。
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Ⅰ . 緒 言  

 

競 技 ス ポ ー ツ の 目 的 は 、 試 合 に お い て 最 高 の パ フ ォ ー マ ン

ス を 発 揮 し て 勝 利 す る こ と で あ る 。 ア ス リ ー ト は 、 試 合 で 勝

利 す る た め に コ ン デ ィ シ ョ ン を 整 え る 。 こ の コ ン デ ィ シ ョ ン

を つ く り あ げ る 過 程 を コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ と い う 。 コ ン デ ィ

シ ョ ニ ン グ に は 、体 力 面 、戦 術 面 、心 理 面 、医 学 面 、栄 養 面 、

用 具 、環 境 な ど の 要 因 が 関 係 し て い る (和 久  2000)。最 高 の パ

フ ォ ー マ ン ス を 発 揮 す る た め に は 、 体 力 ・ 戦 術 面 の 強 化 が 必

要 で あ る 。 し か し 、 体 力 面 を 強 化 し て も け が や 病 気 が 発 生 し

て し ま え ば よ い 結 果 を 残 す こ と は で き な い 。 ア ス リ ー ト に と

っ て 最 高 の パ フ ォ ー マ ン ス を 発 揮 す る た め に は 、 コ ン デ ィ シ

ョ ン 管 理 が 重 要 な こ と と な る 。   

近 年 、 人 は こ れ ま で 以 上 に 健 康 を 重 視 し て い る 。 実 際 、 健

康 に 関 す る 商 品 も た く さ ん 存 在 す る 。 例 え ば 、 手 軽 に 使 え る

運 動 補 助 器 具 、 栄 養 補 助 食 品 や サ プ リ メ ン ト で あ る 。 特 に 忙

し い 現 代 人 に と っ て サ プ リ メ ン ト は 、 手 軽 に 入 手 で き 摂 取 で

き る 点 か ら も 非 常 に 便 利 な 健 康 食 品 で あ る 。 も と も と サ プ リ

メ ン ト は 生 体 に 不 足 し た 栄 養 素 を 補 充 す る 目 的 で 使 わ れ て き

た 。 し か し 、 現 在 は 国 民 の 健 康 維 持 意 識 の 高 ま り に よ っ て サ

プ リ メ ン ト を 摂 取 す る 人 も 徐 々 に 増 え 、 日 本 で も 一 大 市 場 に

な っ て い る 。 同 時 に ア ス リ ー ト に と っ て も コ ン デ ィ シ ョ ン 管

理 の 一 部 と し て 、 栄 養 素 の 補 充 目 的 か ら サ プ リ メ ン ト を 摂 取

す る も の が 多 く な っ て い る 。 し か し 、 サ プ リ メ ン ト 摂 取 が ア

ス リ ー ト の コ ン デ ィ シ ョ ン ニ ン グ に お い て 生 化 学 的 に ど の よ
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う な 影 響 あ た え て い る の か な ど と い っ た 詳 細 な 研 究 は 少 な い 。 

 

Ａ . 運 動 による免 疫 機 能 の変 化  

免 疫 は 、 非 自 己 を 認 識 し て 排 除 し 、 自 己 の 健 康 を 守 る し く

み で 、 主 に 感 染 症 の 防 御 に 働 い て い る 。 免 疫 機 能 は 運 動 の 影

響 を 受 け て 変 化 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 N i e m a n ら (1994)

は 運 動 と 上 気 道 感 染 症 罹 患 リ ス ク と の 関 係 は J 字 型 の カ ー ブ

を 描 く こ と を 報 告 し て い る 。つ ま り 適 度 な 運 動 を し て い れ ば 、

運 動 を あ ま り し て い な い 場 合 と 比 べ て 免 疫 機 能 は 向 上 し 感 染

リ ス ク は 低 減 さ れ る が 、 量 や 強 度 が 過 度 な 運 動 を 行 う と 免 疫

機 能 は 低 下 し 感 染 リ ス ク は か え っ て 上 昇 し て し ま う と い う 関

係 で あ る 。 こ の 関 係 は 、 一 過 性 運 動 と 継 続 性 運 動 の 両 方 の 場

合 で 成 り 立 つ と 考 え ら れ て い る 。 一 過 性 高 強 度 運 動 で は 、 運

動 後 に 免 疫 機 能 が 低 下 す る 時 期 が あ り 、 一 時 的 に 病 原 性 微 生

物 に 対 し て 門 戸 を 開 放 し て し ま う こ と か ら 、o p e n w i n d o w と 呼

ば れ る ( P e d e r s e n  1 9 9 4 )。  

ア ス リ ー ト は 、 試 合 で 勝 利 す る た め に コ ン デ ィ シ ョ ン を 整

え て い る 。 し か し 、 大 事 な 試 合 の 前 に コ ン デ ィ シ ョ ン を 崩 す

こ と も あ る 。 コ ン デ ィ シ ョ ン を 悪 化 さ せ る 要 因 に は ス ト レ ス

が 考 え ら れ る 。 ス ト レ ス に は 、 生 理 的 ス ト レ ス 、 精 神 的 ス ト

レ ス や 化 学 的 ス ト レ ス な ど が あ り 、 免 疫 機 能 に も 影 響 す る と

考 え ら れ て い る 。 生 理 的 ス ト レ ス の ス ト レ ッ サ ー に は 、 運 動

が あ げ ら れ 、 運 動 条 件 に よ り ス ト レ ス に な る こ と が あ る 。 そ

の た め 運 動 ト レ ー ニ ン グ が 、 ア ス リ ー ト の 免 疫 機 能 低 下 を 引

き 起 こ し 上 気 道 感 染 症 増 加 の 要 因 と な る と も 言 わ れ て い る 。
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以 上 の こ と か ら 本 研 究 で は 、 運 動 に よ る 免 疫 機 能 の 変 化 と ア

ス リ ー ト の コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ に つ い て 着 目 す る こ と と し た 。 

 

Ｂ ． 免 疫 機 能 の指 標 ： 分 泌 型 免 疫 グ ロ ブ リ ンＡ  

免 疫 機 能 の 指 標 の 一 つ と し て は 、 分 泌 型 免 疫 グ ロ ブ リ ン A

（ S e c r e t o r y  I m m u n o  g l o b u l i n  A :  S I g A）が 挙 げ ら れ る 。S I g A は

抗 原 に 結 合 す る こ と で 細 菌 毒 素 や ウ イ ル ス 感 染 能 力 を 中 和 す

る 能 力 が 高 い の で 、 粘 膜 か ら の 異 物 の 侵 入 に 対 す る 重 要 な 抗

体 と な っ て い る 。S I g A は 胃 や 腸 な ど の 粘 膜 や 、唾 液 や 母 乳 な

ど 外 分 泌 液 中 に 存 在 し 、 局 所 免 疫 （ 粘 膜 の 防 御 ） と し て 作 用

す る 。  

上 気 道 感 染 症 の 原 因 と な る 病 原 体 は 鼻 や 口 か ら 感 染 す る

た め 、 上 気 道 で の 局 所 の 免 疫 機 構 と し て 、 唾 液 の 果 た す 役 割

は 大 き い 。 中 で も 、 唾 液 中 の S I g A は 上 気 道 感 染 症 の 罹 患 に

も 関 係 が あ る 。 唾 液 中 S I g A は 運 動 の 影 響 を う け て 変 化 す る

こ と が 知 ら れ て い る 。 一 過 性 の 高 強 度 運 動 を 行 っ た あ と に は

S I g A レ ベ ル が 低 下 す る 。こ の 時 、上 気 道 感 染 症 の 発 症 率 が 上

が る の は 、 S I g A が 低 下 す る こ と と 関 係 が あ る と さ れ て い る

( N i e m a n  1 9 9 0 )。  

 

Ｃ . エキ ナ セ ア と免 疫 機 能  

サ プ リ メ ン ト の ひ と つ で あ る ハ ー ブ の 一 種 に エ キ ナ セ ア

(E c h i n a c e a  p u r p u re a)が あ る 。エ キ ナ セ ア は 、欧 米 に 分 布 す る

多 年 草 で あ り 、 風 邪 、 イ ン フ ル エ ン ザ 、 上 気 道 感 染 症 の 徴 候

を 緩 和 す る 主 要 な ハ ー ブ と 言 わ れ て い る ( 陈 洪 亮  2 0 0 5 、 刘 晓
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琳 2 0 0 7 )。特 に 、風 邪 な ど の 上 気 道 感 染 時 に は 感 染 頻 度 、罹 病

期 間 な ど を 減 ら す 効 果 が あ る と も 言 わ れ て い る (L i n d e n m u t h  

2 0 0 0)。こ の よ う な エ キ ナ セ ア の 効 果 は 、強 力 な 免 疫 刺 激 効 果

に よ る も の と 言 わ れ て い る 。 一 方 で 、 風 邪 な ど の 上 気 道 感 染

時 に は 効 果 が な い と い う 報 告 も あ る (B a r r e t t  2 0 0 2)。  

最 近 、 エ キ ナ セ ア 摂 取 に よ っ て 、 高 強 度 運 動 に よ る S I g A

の 低 下 が 防 止 さ れ る と 報 告 さ れ た (H a l l  2 0 0 7)。 し か し 、 エ キ

ナ セ ア 摂 取 が コ ン デ ィ シ ョ ン に 及 ぼ す 影 響 に つ い て の 詳 細 な

研 究 は 少 な い 。  

 

Ｄ . 本 研 究 の目 的  

本 研 究 は 、 エ キ ナ セ ア を 4 週 間 摂 取 す る こ と に よ り 推 定 最

大 酸 素 摂 取 量 、 唾 液 中 S I g A、 P r o f i l e  o f  M o o d  S t a t e s  ( P O M S )、

唾 液 ア ミ ラ ー ゼ 活 性 や 主 観 的 指 標 な ど の コ ン デ ィ シ ョ ン 指 標

の 変 化 を 調 査 す る こ と に よ り 、 ア ス リ ー ト の コ ン デ ィ シ ョ ニ

ン グ に お け る エ キ ナ セ ア の 効 果 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と

し た 。  
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Ⅱ .  方 法  

 

Ａ ． 対 象  

本 研 究 は 、 学 校 の 定 期 健 康 診 断 で と く に 問 題 の な か っ た フ

ッ ト サ ル サ ー ク ル に 所 属 す る 大 学 生 と 大 学 院 生 の 男 性 、計 1 2

名 (平 均 年 齢 2 1 . 2 5 ± 2 . 2 2 歳 )を 対 象 と し た 。 全 対 象 者 は い ず れ

も 常 用 薬 、 サ プ リ メ ン ト の 服 用 は な か っ た 。 す べ て の 対 象 者

に は 事 前 に 、本 実 験 の 趣 旨 、内 容 に つ い て あ ら か じ め 説 明 し 、

文 書 で 参 加 の 同 意 を 得 た 。 な お 、 本 研 究 は 早 稲 田 大 学 ス ポ ー

ツ 科 学 学 術 院 「 人 間 を 対 象 と し た 研 究 倫 理 委 員 会 」 の 承 諾 を

得 て 実 施 し た 。  

 

Ｂ ． サ プ リ メ ン ト の 摂 取  

サ プ リ メ ン ト は 市 販 さ れ て い る エ キ ナ セ ア (大 塚 製 薬 ,  1 錠

中：エ キ ナ セ ア 抽 出 物 9 0 m g、乳 糖 、デ キ ス ト リ ン 、寒 天 、セ

ル ロ ー ス 、シ ョ 糖 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、酸 化 ケ イ 素 )と プ ラ セ ボ と

し て D i e t a r y  F i b e r (大 塚 製 薬 ,  1 錠 中：難 消 化 性 デ キ ス ト リ ン 、

植 物 油 脂 、セ ル ロ ー ス 、リ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、酸 化 ケ イ 素 )を 用

い た 。す べ て の 対 象 者 は エ キ ナ セ ア 群 ( n = 6 )、プ ラ セ ボ 群 ( n = 6 )

に 無 作 為 に 分 類 さ れ た 。 エ キ ナ セ ア 摂 取 群 は 、 実 験 開 始 翌 日

よ り 4 週 間 、 エ キ ナ セ ア を 毎 朝 、 空 腹 時 に 3 錠 摂 取 し た 。 プ

ラ セ ボ 摂 取 群 も エ キ ナ セ ア 摂 取 群 と 同 様 に 4 週 間 、 毎 朝 、 空

腹 時 に 3 錠 摂 取 し た 。  

 

 



 5

Ｃ ． 実 験 手 順  

実 験 の 概 要 を 図 1 に 示 す 。 測 定 は 、 サ プ リ メ ン ト 摂 取 前 ( 0

日 目 :図 1 - a  F )、 サ プ リ メ ン ト 摂 取 4 週 間 後 ( 2 8 日 目 :図 1 - a  S )

お よ び サ プ リ メ ン ト 摂 取 終 了 3 週 間 後 ( 4 9 日 目 :図 1 - a  T )の 3

回 実 施 し た (図 1 - a )。測 定 日 の 1 日 の ス ケ ジ ュ ー ル と 測 定 項 目

は 実 験 初 日 ( 0 日 目 )と 同 じ 手 順 で 行 っ た (図 1 - b )。 ま ず 各 測 定

日 の 安 静 時 に 対 象 者 の 身 体 組 成 (体 重 )を 測 定 し た (図 1 - b  1 )。

ま た 、 実 験 初 日 の み 安 静 時 に 身 体 組 成 と し て 体 脂 肪 率 も 測 定

し た 。 そ し て ,  運 動 負 荷 と し て 2 0 m シ ャ ト ル ・ ラ ン ・ テ ス ト

を 行 い 、 そ の 前 後 で 唾 液 採 取 、 P O M S や 唾 液 ア ミ ラ ー ゼ 活 性

の 測 定 を 実 施 し た (図 1 - b  1 と 2 )。そ の 後 、対 象 者 は フ ッ ト サ

ル の 練 習 を 行 い 最 後 に も う 一 度 体 重 の 測 定 と 唾 液 採 取 、

P O M S や 唾 液 ア ミ ラ ー ゼ 活 性 の 測 定 を 実 施 し た (図 1 - b  3 )。 対

象 者 は 、 翌 日 か ら 、 サ プ リ メ ン ト と し て 市 販 さ れ て い る エ キ

ナ セ ア あ る い は プ ラ セ ボ の い ず れ か を 4 週 間 摂 取 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サ プ リ メ ン ト 摂 取 期 間 ( 4 週 間 ) 摂 取 終 了 後 ( 3 週 間 )

F S T

0 日 目 2 8 日 目 4 9 日 目

フ ッ ト サ ル

1 2 3

1 0 :0 0 1 1 :0 0 1 3 :0 01 2 :0 0 15 : 0 01 4: 0 0 1 6: 0 0 1 7 :0 0

: シ ャ ト ル ・ ラ ン

b

a

図 1 .  実 験 ス ケ ジ ュ ー ル  
a .  サ プ リ メ ン ト 摂 取 ス ケ ジ ュ ー ル と 測 定 点  
b .  1 日 の 測 定 ス ケ ジ ュ ー ル

F  :  0 日 目  
S  :  2 8 日 目  
T  :  4 9 日 目

1  :  シ ャ ト ル ラ ン 前  
2  :  シ ャ ト ル ラ ン 後  
3  :  練 習 後
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Ｄ ． 運 動 負 荷  

本 研 究 で は 、 運 動 負 荷 と し て 文 部 科 学 省 の 新 体 力 テ ス ト 測

定 項 目 で あ る 2 0 m シ ャ ト ル・ラ ン・テ ス ト を 体 育 館 で 実 施 し

た 。 2 0 m シ ャ ト ル ・ ラ ン ・ テ ス ト は 、 一 方 の 線 上 に 立 ち 、 テ

ス ト の 開 始 を 告 げ る 5 秒 間 の カ ウ ン ト ダ ウ ン の 後 の 電 子 音 に

よ り ス タ ー ト す る 。 一 定 の 間 隔 で 1 音 ず つ 電 子 音 が 鳴 り 、 電

子 音 が 次 に 鳴 る ま で に 2 0 m 先 の 線 に 達 し 、足 が 線 を 越 え る か

触 れ た ら そ の 場 で 向 き を 変 え る 。 こ の 動 作 を 繰 り 返 す 電 子 音

の 前 に 線 に 達 し て し ま っ た 場 合 は 、 向 き を 変 え 、 電 子 音 を 待

ち ,電 子 音 が 鳴 っ た 後 に 走 り 始 め る 。 2 回 続 け て ど ち ら か の 足

で 線 に 触 れ る こ と が で き な く な っ た と き に テ ス ト を 終 了 し た 。

な お 、 電 子 音 か ら の 遅 れ が 1 回 の 場 合 、 次 の 電 子 音 に 間 に 合

い 、 遅 れ を 解 消 で き れ ば 、 テ ス ト を 継 続 す る こ と が で き る 。  

 

Ｅ ． 測 定 項 目  

1 )  唾 液 採 取  

唾 液 の 採 取 は 秋 本 ら ( 1 9 9 8 )の 方 法 に 基 づ い て 行 っ た 。ま ず 、 

水 で 口 腔 内 を 3 0 秒 間 3 回 ゆ す ぎ 、5 分 間 座 位 姿 勢 に て 安 静 を

と っ た 。 そ の 後 、 一 度 口 腔 内 に 貯 留 し た 唾 液 を 嚥 下 し 、 無 味

の 滅 菌 綿 ( S A L I V E T T E ,  S A R S T E D T 社 製 )を 1 分 間 、 毎 秒 1 回

の ペ ー ス で 咀 嚼 さ せ 、 分 泌 し た 唾 液 を 滅 菌 綿 に 吸 い 取 ら せ て

採 取 し た 。 採 取 し た 唾 液 は 、 3 0 0 0 r p m、 1 0 分 間 遠 心 し 、 唾 液

量 を 測 定 後 - 5 0℃ で 凍 結 保 存 し た 。  
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2 )  S I g A の 定 量  

唾 液 S I g A 濃 度 は 、抗 s e c r e t o r y  c o m p o n e n t 抗 体 ( N e o  M a r k e r s )

と ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ 標 識 抗 ヒ ト I g A 抗 体 ( M B L )を 用 い た

E L I S A ( e n z y m e - l i n k e d  i m m u n o s o r b e r n t  a s s a y )で 測 定 し た (秋 本

ら  1 9 9 8 )。 S I g A 濃 度 (μg / m L )と 唾 液 分 泌 速 度 ( m L / m i n )の 積 に

よ り S I g A 分 泌 速 度 (μg / m i n )を 算 出 し た 。 本 研 究 で は S I g A レ

ベ ル を S I g A 濃 度 と S I g A 分 泌 速 度 の 両 方 か ら 評 価 し た 。  

 

3 )  心 理 状 態 の 評 価  

シ ャ ト ル ラ ン 前 後 お よ び 練 習 後 の 心 理 状 態 の 変 化 を 見 る

た め 、  日 本 語 版 P O M S 短 縮 版 ( P r o f i l e  o f  M o o d  S t a t e s )を 用 い

た 。 実 施 時 の 気 分 状 態 に 関 す る 各 項 （ T- A 値 <緊 張 、 不 安 >、

D 値 <抑 う つ 、落 ち 込 み >、A - H <怒 り 、敵 意 >、V 値 <活 気 >、 F

値 <疲 労 >、 C 値 <混 乱 >） を 五 段 階 で 評 価 し た 。 6 つ の 気 分 尺

度 は 、す べ て T 得 点 に て 評 価 し た 。そ し て 、活 気 以 外 の 5 項

目 の 得 点 を 加 算 し 、 そ の 値 か ら 活 気 の 得 点 を 減 算 し て 算 出 さ

れ た 値 ( To t a l  M o o d  D i s t u r b a n c e  :  T M D )か ら 総 合 的 に 心 理 状 態

を 評 価 し た 。  

 

4 )  唾 液 ア ミ ラ ー ゼ 活 性 の 測 定  

ス ト レ ス を 受 け 交 感 神 経 が 興 奮 す る と 、 唾 液 中 の ア ミ ラ ー

ゼ 活 性 が 高 ま る こ と が 知 ら れ て い る 。 本 研 究 で は 、 簡 易 型 ス

ト レ ス 測 定 器 ( C O C O R O  M E T E R  :  ニ プ ロ 株 式 会 社 製 )を 用 い

て 測 定 を 行 っ た 。 測 定 は 、 先 端 に 綿 の 付 い た プ ラ ス チ ッ ク 製

の チ ッ プ を 舌 下 に 3 0 秒 間 静 置 し て 、唾 液 の 付 い た チ ッ プ を 測
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定 器 に 入 れ て 、 唾 液 ア ミ ラ ー ゼ 活 性 を 測 定 し た 。唾 液 中 の ア

ミ ラ ー ゼ 活 性 を 指 標 と し 、 ス ト レ ス 度 合 い を 算 出 し た 。  

 

5 )  ア ン ケ ー ト  

対 象 者 は 7 週 間 の 実 験 期 間 中 、 毎 日 自 分 の 健 康 状 態 に つ い

て 記 録 し た (資 料 1 )。ま た 、エ キ ナ セ ア と プ ラ セ ボ 摂 取 終 了 日

の 実 験 後 、 サ プ リ メ ン ト 摂 取 に つ い て の ア ン ケ ー ト を 実 施 し

た (資 料 2 )。  

 

6 )  環 境 の 測 定  

環 境 条 件 の 測 定 に は 暑 熱 環 境 計 ( W B G T- 1 0 2  :  京 都 電 子 工 業

株 式 会 社 )を 用 い た 。  

 

Ｆ ． 統 計 分 析  

各 測 定 値 は 平 均 値 ±標 準 偏 差 で 表 し た 。 両 群 間 の 各 測 定 点

の 比 較 に は 統 計 ソ フ ト S P S S を 用 い 、 対 応 の な い T 検 定 を 行

っ た 。 ま た 、 経 時 変 化 （ 3 回 測 定 ） は 反 復 測 定 一 元 配 置 分 散

分 析 で 有 意 差 を 認 め た 場 合 に 、 F i s h e r の P L S D を 行 っ た 。 健

康 状 態 ア ン ケ ー ト は カ イ 二 乗 検 定 を 行 っ た 。 サ プ リ メ ン ト 摂

取 に 関 し て ア ン ケ ー ト の 結 果 の 比 較 は マ ン ・ ホ イ ン ト ニ ー Ｕ

検 定 を 行 っ た 。  
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Ⅲ - 1 .  結 果 1  

 

Ａ ． 環 境 条 件  

 測 定 日 の 環 境 条 件 の 結 果 を 表 1 に 示 す 。0 日 目 (以 下 F )の 気

温 は 1 日 を 通 し て 2 0℃ 以 上 で あ っ た 。 し か し 、 2 8 日 目 (以 下

S )と 4 9 日 目 (以 下 T )の 気 温 は 2 0℃ 以 下 で あ っ た 。W B G T に つ

い て も 、 F は S と T よ り 高 か っ た 。 湿 度 は 、 3 回 の 測 定 日 全

て に お い て 大 き く 変 化 せ ず 、 S と T の 方 が F よ り わ ず か に 高

か っ た 。各 測 定 日 の W B G T の 1 日 の 変 化 に は 、大 き な 変 動 は

な か っ た 。  

0日目(F) 28日目(S)

1 2 3 1 2 3

気温(℃) 23 25.9 22.6 気温(℃) 15.2 20.1 16.3

湿度(%) 38 37.7 48 湿度(%) 40.3 43.6 39.9

WBGT 17.9 20.7 24.1 WBGT 11.5 16 12.3

49日目(T)
1 2 3

気温(℃) 16.5 15.1 14.8

湿度(%) 42.3 43.6 50.9

WBGT 12.9 12 12.1

表1　各測定日の環境条件

 

Ｂ ． 対 象 者 の 身 体 特 性  

 各 対 象 者 の 0 日 目 に お て る 身 体 特 性 と 推 定 最 大 酸 素 摂 取 量

を 表 2 - a に 示 す 。 プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 に お い て 有 意 な

差 は 認 め ら れ な か っ た 。  

 表 2 - b に プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 の 各 測 定 日 の 推 定

V O 2 m a x の 変 化 を 示 す 。 プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 に お い て

有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。  

1  :  シ ャ ト ル ラ ン 前  
2  :  シ ャ ト ル ラ ン 後  
3  :  練 習 後  
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a. プラセボ群

プラセボ群 年齢 身長(cm) 体重(kg) 体脂肪率(%) BMI 推定VO2max 飲み忘れた日数

NO.1 21 179 75.5 16.5 23.6 41.1 0
NO.2 23 180 75 16.7 23.1 44 1
NO.3 26 165 53.5 15.1 19.7 44 1
NO.4 19 164 59.2 15.3 22 47.8 0
NO.5 20 170 61.7 12.7 21.3 49.2 7
NO.6 19 173 61.9 15.8 20.7 50.1 3

平均値 21.3 171.8 64.5 15.4 21.7 46 2.0
標準偏差 2.7 6.8 8.9 1.4 1.5 3.5 2.7

表2-a. 対象者の身体特性

エキナセア群 年齢 身長(cm) 体重(kg) 体脂肪率(%) BMI 推定VO2max 飲み忘れた日数

NO.7 19 170 60.3 14.9 20.865 39.5 2
NO.8 23 184 73.1 17.1 21.591 41.5 0
NO.9 23 165 62.1 19.5 22.81 44.2 3
NO.10 22 174 66 17.6 21.799 46.3 1
NO.11 19 178 57.6 5 18.18 49.6 3
NO.12 21 170 66.3 15.7 22.941 52.8 1
平均値 21.2 173.5 64.2 15 21.4 45.7 1.7

標準偏差 1.8 6.7 5.5 5.1 1.7 5 1.2

b. エキナセア群

 

プラセボ群 0日目 28日目 49日目 エキナセア群 0日目 28日目 49日目

NO.1 41.1 40 41.1 NO.7 39.5 40.4 37.9
NO.2 44 44 42 NO.8 41.5 41.5 41.5
NO.3 44 43.8 44.7 NO.9 44.2 42 43.1
NO.4 47.8 47.8 48.1 NO.10 46.3 48.5 48.5
NO.5 49.2 44.5 45.8 NO.11 49.6 欠測 42.9
NO.6 50.1 51 51.4 NO.12 52.8 53.7 54.4

平均値 46.0 45.2 45.5 平均値 45.7 45.2 44.7

標準偏差 3.5 3.8 3.8 標準偏差 5.0 5.7 5.8

表2-b. 推定VO2maxの変化

 

 

Ｃ ． 唾 液 分 泌 速 度  

表 3 に プ ラ セ ボ 群 の 各 測 定 日 の 唾 液 分 泌 速 度 を 示 す 。 プ ラ

セ ボ 群 は 、 測 定 初 日 に あ た る 0 日 目 (以 下 F )に お い て シ ャ ト

ル ラ ン 前 (以 下 F 1 )は 1 . 3 3  ±  0 . 4 4  m l / m i n、 シ ャ ト ル ラ ン 後 (以

下  F 2 )で は 1 . 2 5  ±  0 . 5 5 m l / m i n、 練 習 後 (以 下  F 3 )で は 1 . 2 2 ±  

0 . 5 3 m l / m i n で あ っ た 。 サ プ リ メ ン ト 摂 取 後 ４ 週 目 に あ た る



 11

2 8 日 目 (以 下 S )は 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 (以 下 S 1 )で は 1 . 1 6  ±  0 . 5 9 

m l / m i n、 シ ャ ト ル ラ ン 後 (以 下 S 2 )で 1 . 1 5 ±  0 . 4 8 m l / m i n、 練

習 後 (以 下 S 3 )で は 1 . 2 5 ±  0 . 4 4 m l / m i n で あ っ た 。 ま た 、 サ プ

リ メ ン ト 摂 取 終 了 後 3 週 目 に あ た る 4 9 日 目 (以 下 T )は 、シ ャ

ト ル ラ ン 前 (以 下 T 1 )で 1 . 4 8 ±  0 . 3 9  m l / m i n、シ ャ ト ル ラ ン 後 (以

下 T 2 )で 1 . 3 0 ±  0 . 6 4 m l / m i n、 練 習 後 (以 下 T 3 )で 1 . 6 6 ±  0 . 6 4 

m l / m i n で あ っ た 。各 測 定 日 内 の 経 時 変 化 で は 、有 意 な 変 化 は

見 ら れ な か っ た 。し か し 、シ ャ ト ル ラ ン 前 の 経 時 変 化 ( F 1  v s  S 1  

v s  T 1 )は 、 S 1 に 比 べ T 1 に お い て 有 意 に 増 加 し た （ p ＜ 0 . 0 5）。 

表 3  プ ラ セ ボ 群 の 唾 液 分 泌 速 度 ( m l / m i n )  

  1  2  3  

0 日 目 (F )  1 . 3 3 ± 0 . 4 4 1 . 2 5 ± 0 . 5 5 1 . 2 2 ± 0 . 5 3

28 日 目 (S )  1 . 1 6 ± 0 . 5 9 1 . 1 5 ± 0 . 4 8 1 . 2 5 ± 0 . 4 4

49 日 目 （T)  1 . 4 8 ± 0 . 3 9 * 1 . 3 0 ± 0 . 6 4 1 . 6 6 ± 0 . 6 4

平 均 値 ±標 準 偏 差 .  * p < 0 . 0 5 v s S 1 .各 測 定 日 n = 6  

 

次 に 、 エ キ ナ セ ア 群 の 唾 液 分 泌 速 度 を 表 4 に 示 す 。 0 日 目

は 、 F 1 で は 1 . 2 5 ±  0 . 6 5  m l / m i n、 F 2 で は 1 . 0 7 ±  0 . 4 9 m l / m i n、

F 3 で は 1 . 4 4 ±  0 . 7 6 m l / m i n で あ っ た 。 シ ャ ト ル ラ ン 後 ( F 2 )に

比 べ 練 習 後 ( F 3 )に お い て 有 意 に 増 加 し た （ p ＜ 0 . 0 5）。 2 8 日 目

は 、 S 1 で は 1 . 3 2 ±  0 . 5 5 m l / m i n、 S 2 で は 1 . 1 6 ±  0 . 6 7 m l / m i n、

S 3 で は 1 . 5 7 ±  0 . 6 4 m l / m i n で あ り 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 後 ( S 1 と

S 2 )と 比 べ 練 習 後 ( S 3 )に お い て 有 意 に 増 加 し た ( p < 0 . 0 5 )。 4 9 日

目 は 、T 1 で は 1 . 4 2 ±  0 . 7 4  m l / m i n、T 2 で は 1 . 11 ±  0 . 7 2 m l / m i n、

T 3 で は 1 . 3 5 ±  0 . 6 9 m l / m i n で あ っ た 。 シ ャ ト ル ラ ン 前 ( T 1 )に

1  :  シ ャ ト ル ラ ン 前  
2  :  シ ャ ト ル ラ ン 後  
3  :  練 習 後  
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比 べ シ ャ ト ル ラ ン 後 ( T 2 )に お い て 有 意 に 低 下 し た ( p < 0 . 0 5 )。ま

た 、 シ ャ ト ル ラ ン 後 ( T 2 )に 比 べ 練 習 後 ( T 3 )に お い て 有 意 に 増

加 し た ( p < 0 . 0 5 )。し か し 、シ ャ ト ル ラ ン 前 の 経 時 変 化 ( F 1  v s  S 1  

v s  T 1 )で は 、 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

各 測 定 点 に お け る プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 の 比 較 で は 、

す べ て の 測 定 結 果 に お い て 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

表 4  エ キ ナ セ ア 群 の 唾 液 分 泌 速 度 ( m l / m i n )  

  1  2  3  

0 日 目 (F )  1 . 2 5 ± 0 . 6 5 1 . 0 7 ± 0 . 4 9 1 . 4 4 ± 0 . 7 6 *

28 日 目 (S )  1 . 3 2 ± 0 . 5 5 1 . 1 6 ± 0 . 6 7 1 . 5 7 ± 0 . 6 4 * *

49 日 目 （T)  1 . 4 2 ± 0 . 7 4 1 . 1 1 ± 0 . 7 2 # 1 . 3 5 ± 0 . 6 9 # #

平 均 値 ±標 準 偏 差 .  * p < 0 . 0 5 v s F 2 .  * * p < 0 . 0 5 v s S 1 ,  S 2 .  # p < 0 . 0 5 v s T 1 .  

# # p < 0 . 0 5 v s T 2 .  

0 日 目 、 4 9 日 目 ： n = 6 、 2 8 日 目 ： n = 5  

 

Ｄ ． S I g A 濃 度  

表 5 に プ ラ セ ボ 群 の S I g A 濃 度 を 示 す 。0 日 目 は 、F 1 で は 1 0 . 8 0 

±  4 . 8 1 μg / m l、F 2 で は 1 3 . 2 6 ±  7 . 7 5 μg / m l、F 3 で は 1 0 . 7 2 ±  4 . 7 9 

μg / m l で あ っ た 。 2 8 日 目 は 、 S 1 で は 11 . 9 3 ±  5 . 8 7 μg / m l、 S 2

で は 1 2 . 9 9 ±  9 . 4 3 μg / m l、 S 3 で は 1 4 . 1 5 ±  2 . 5 6 μg / m l で あ っ

た 。4 9 日 目 は 、T 1 で は 9 . 2 2 ±  3 . 2 0 μg / m l、T 2 で は 1 0 . 7 1 ±  4 . 5 9 

μg / m l、 T 3 で は 8 . 8 5 ±  3 . 5 7 μg / m l で あ っ た 。 各 測 定 日 全 て に

お い て 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。 ま た 、 シ ャ ト ル ラ ン 前

の 経 時 変 化 ( F 1  v s  S 1  v s  T 1 )で も 、 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ

た 。  
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表 5  プ ラ セ ボ 群 の S I g A 濃 度 (μg / m l )  

  1  2  3  

0 日 目 (F )  1 0 . 8 0 ± 4 . 8 1 1 3 . 2 6 ± 7 . 7 5 1 0 . 7 2 ± 4 . 7 9

28 日 目 (S )  1 1 . 9 3 ± 5 . 8 7 1 2 . 9 9 ± 9 . 4 3 1 4 . 1 5 ± 2 . 5 6

49 日 目 （T)  9 . 2 2 ± 3 . 2 0 1 0 . 7 1 ± 4 . 5 9 8 . 8 5 ± 3 . 5 7

平 均 値 ±標 準 偏 差 .  各 測 定 日 n = 6  

次 に 表 6 に エ キ ナ セ ア 群 の S I g A 濃 度 を 示 す 。0 日 目 は 、F 1

で は 1 4 . 8 7 ±  1 2 . 6 3 μg / m l、 F 2 で は 1 5 . 5 7 ±  1 2 . 11 μg / m l、 F 3

で は 11 . 0 4 ±  7 . 8 4 μg / m l で あ っ た 。 2 8 日 目 は 、S 1 で は 1 4 . 1 8 ±  

6 . 9 1 μg / m l、 S 2 で は 1 5 . 0 7 ±  7 . 4 5 μg / m l、 S 3 で は 1 4 . 6 9  ±  8 . 8 5 

μg / m l で あ っ た 。 4 9 日 目 は 、 T 1 で は 1 2 . 5 5 ±  9 . 1 6 μg / m l、 T 2

で は 1 2 . 6 4 ±  1 0 . 0 8 μg / m l、 T 3 で は 1 2 . 8 7 ±  1 0 . 7 8 μg / m l で あ

っ た 。 各 測 定 日 全 て に お い て 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。

ま た 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 の 経 時 変 化 ( F 1  v s  S 1  v s  T 1 )で も 、 有

意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

各 測 定 点 に お け る プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 の 比 較 で は 、

す べ て の 測 定 結 果 に お い て 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

表 6  エ キ ナ セ ア 群 の S I g A 濃 度 (μg / m l )  

  1  2  3  

0 日 目 (F )  1 4 . 8 7 ± 1 2 . 6 3 1 5 . 5 7 ± 1 2 . 1 1 1 1 . 0 4 ± 7 . 8 4  

28 日 目 (S )  1 4 . 1 8 ± 6 . 9 1 1 5 . 0 7 ± 7 . 4 5 1 4 . 6 9 ± 8 . 8 5  

49 日 目 （T)  1 2 . 5 5 ± 9 . 1 6 1 2 . 6 4 ± 1 0 . 0 8 1 2 . 8 7 ± 1 0 . 7 8  

平 均 値 ±標 準 偏 差  

0 日 目 、 4 9 日 目 ： n = 6 、 2 8 日 目 ： n = 5  
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Ｅ ． S I g A 分 泌 速 度  

表 7 に プ ラ セ ボ 群 の S I g A 分 泌 速 度 を 示 す 。 0 日 目 は 、 F 1

で は 1 3 . 2 6 ±  4 . 3 6 μg / m i n、 F 2 で は 1 3 . 9 2 ±  6 . 2 1 μg / m i n、 F 3

で は 11 . 9 8 ±  5 . 4 9 μg / m i n で あ っ た 。 2 8 日 目 は 、 S 1 で は 1 2 . 3 9 

±  7 . 8 9  μg / m i n、 S 2 で は 1 5 . 3 4 ±  1 2 . 8 3 μg / m i n、 S 3 で は 1 7 . 3 7 ±  

5 . 9 8 μg / m i n で あ っ た 。4 9 日 目 は 、T 1 で は 1 3 . 2 4 ±  5 . 2 5 μg / m i n、

T 2 で は 1 2 . 4 2  ±  7 . 1 9  μg / m i n、 T 3 で は 1 3 . 2 1 ±  4 . 1 4 μg / m i n で

あ っ た 。各 測 定 日 と も に 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。ま た 、

シ ャ ト ル ラ ン 前 の 経 時 変 化 ( F 1  v s  S 1  v s  T 1 )で も 、 有 意 な 変 化

は 見 ら れ な か っ た 。  

 

表 7  プ ラ セ ボ 群 の S I g A 分 泌 速 度 (μg / m i n )  

  1  2  3  

0 日 目 (F ) 1 3 . 2 6 ± 4 . 3 6 1 3 . 9 2 ± 6 . 2 1 1 1 . 9 8 ± 5 . 4 9

28 日 目 (S ) 1 2 . 3 9 ± 7 . 8 9 1 5 . 3 4 ± 1 2 . 8 3 1 7 . 3 7 ± 5 . 9 8

49 日 目 （T) 1 3 . 2 4 ± 5 . 2 5 1 2 . 4 2 ± 7 . 1 9 1 3 . 2 1 ± 4 . 1 4

平 均 値 ±標 準 偏 差 .  各 測 定 日 n = 6  

 

次 に 表 8 に エ キ ナ セ ア 群 の S I g A 分 泌 速 度 を 示 す 。0 日 目 は 、

F 1 で は 1 4 . 6 8 ±  8 . 4 3 μg / m i n、 F 2 で は 1 5 . 2 6 ±  1 0 . 3 7 μg / m i n、

F 3 で は 1 3 . 8 0 ±  8 . 7 2 μg / m i n で あ っ た 。2 8 日 目 は 、S 1 で は 1 7 . 9 8 

±  7 . 9 6  μg / m i n、 S 2 で は 1 5 . 9 8 ±  8 . 7 9 μg / m i n、 S 3 で は 2 3 . 0 0 ±  

1 3 . 5 0 μg / m i n で あ っ た 。4 9 日 目 は 、T 1 で は 1 7 . 7 3 ±  1 4 . 5 1 μg / m i n、

T 2 で は 1 2 . 6 9 ±  7 . 0 4 μg / m i n、 T 3 で は 1 6 . 2 5 ±  1 3 . 3 4 μg / m i n

で あ っ た 。 各 測 定 日 と も に 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。 ま
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た 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 の 経 時 変 化 ( F 1  v s  S 1  v s  T 1 )で も 、 有 意 な

変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

各 測 定 点 に お け る プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 の 比 較 で は 、

す べ て の 測 定 結 果 に お い て 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

 

表 8 エ キ ナ セ ア 群 の SI g A 分 泌 速 度 (μ g / m i n )  

  1 2 3 

0 日 目 (F )  1 4 . 6 8 ± 8 . 4 3 1 5 . 2 6 ± 1 0 . 3 7 1 3 . 8 0 ± 8 . 7 2

28 日 目 (S )  1 7 . 9 8 ± 7 . 9 6 1 5 . 9 8 ± 8 . 7 9 2 3 . 0 0 ± 1 3 . 5 0

49 日 目 （T)  1 7 . 7 3 ± 1 4 . 5 1 1 2 . 6 9 ± 7 . 0 4 1 6 . 2 5 ± 1 3 . 3 4

平 均 値 ±標 準 偏 差  

0 日 目 、 4 9 日 目 ： n = 6 、 2 8 日 目 ： n = 5  

 

Ｆ ． P O M S の 結 果  

1 )  T- A 得 点 <緊 張 、 不 安 >  

表 9 に 緊 張 、不 安 の 指 標 と な る P O M S の T- A 得 点 の プ ラ セ

ボ 群 の 結 果 を 示 す 。0 日 目 の T- A 得 点 は 、F 1 で は 4 8 . 3 3 ±  1 4 . 9 9、

F 2 で は 4 0 . 8 3 ±  11 . 5 0、 F 3 で は 4 0 . 0 0  ±  1 4 . 8 3 で あ り 、 シ ャ ト

ル ラ ン 前 ( F 1 )に 比 べ シ ャ ト ル ラ ン 後 ( F 2 )と 練 習 後 ( F 3 )に お い

て 有 意 に 得 点 が 低 下 し た ( p < 0 . 0 5 )。 2 8 日 目 の T- A 得 点 は 、 S 1

で は 4 8 . 3 3 ±  1 6 . 2 7、S 2 で は 4 3 . 6 7 ±  1 4 . 6 0、S 3 で は 4 1 . 3 3 ±  1 4 . 2 4

で あ っ た 。 4 9 日 目 の T- A 得 点 は 、 T 1 で は 4 2 . 8 3 ±  1 4 . 4 4、 T 2

で は 4 1 . 1 7 ±  1 4 . 3 0、T 3 で は 4 2 . 8 3 ±  1 4 . 0 2 で あ っ た 。2 8 日 目 、

4 9 日 目 と も に 測 定 日 内 に お け る T- A 得 点 の 有 意 な 経 時 変 化 は

見 ら れ な か っ た 。 ま た 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 の 経 時 変 化 ( F 1  v s  S 1  
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v s  T 1 )で も 、 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

 

表  9  プ ラ セ ボ 群 の T - A 得 点  

  1  2  3  

0 日 目 (F )  4 8 . 3 3 ± 1 4 . 9 9  4 0 . 8 3 ± 1 1 . 5 0 *  4 0 . 0 0 ± 1 4 . 8 3 *  

28 日 目 (S )  4 8 . 3 3 ± 1 6 . 2 7  4 3 . 6 7 ± 1 4 . 6 0  4 1 . 3 3 ± 1 4 . 2 4  

49 日 目 （T)  4 2 . 8 3 ± 1 4 . 4 4  4 1 . 1 7 ± 1 4 . 3 0  4 2 . 8 3 ± 1 4 . 0 2  

平 均 値 ±標 準 偏 差 .
 * p < 0 . 0 5 v s F 1 、各 測 定 日 n = 6  

 

次 に 表 1 0 に エ キ ナ セ ア 群 の T- A 得 点 の 結 果 を 示 す 。0 日 目

の T- A 得 点 は 、F 1 で は 4 8 . 3 3 ±  1 4 . 9 9、F 2 で は 4 0 . 8 3 ±  11 . 5 0、

F 3 で は 4 0 . 0 0 ±  1 4 . 8 3 で あ り 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 ( F 1 )に 比 べ 練

習 後 ( F 3 )に お い て 得 点 は 有 意 に 低 下 し た ( p < 0 . 0 5 )。 2 8 日 目 の

T- A 得 点 は 、 S 1 で は 4 8 . 3 3 ±  1 6 . 2 7、 S 2 で は 4 3 . 6 7 ±  1 4 . 6 0、

S 3 で は 4 1 . 3 3 ±  1 4 . 2 4 で あ っ た 。 4 9 日 目 の T- A 得 点 は 、 T 1

で は 4 2 . 8 3 ±  1 4 . 4 4、T 2 で は 4 1 . 1 7 ±  1 4 . 3 0、T 3 で は 4 2 . 8 3 ±  1 4 . 0 2

で あ り 、 2 8 日 目 、 4 9 日 目 と も に 測 定 日 内 に お け る T- A 得 点

の 有 意 な 経 時 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。 ま た 、 シ ャ ト ル ラ ン 前

の 経 時 変 化 ( F 1  v s  S 1  v s  T 1 )で も 、 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ

た 。  

各 測 定 点 に お け る プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 の 比 較 で は 、

す べ て の 測 定 結 果 に お い て 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  
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表  1 0  エ キ ナ セ ア 群 の T - A 得 点  

  1  2  3  

0 日 目 (F )  4 8 . 3 3 ± 1 4 . 9 9 4 0 . 8 3 ± 1 1 . 5 0 4 0 . 0 0 ± 1 4 . 8 3 *

28 日 目 (S )  4 8 . 3 3 ± 1 6 . 2 7 4 3 . 6 7 ± 1 4 . 6 0 4 1 . 3 3 ± 1 4 . 2 4

49 日 目 （T)  4 2 . 8 3 ± 1 4 . 4 4 4 1 . 1 7 ± 1 4 . 3 0 4 2 . 8 3 ± 1 4 . 0 2

平 均 値 ±標 準 偏 差 .  * p < 0 . 0 5 v s F 1  

0 日 目 、 4 9 日 目 ： n = 6 、 2 8 日 目 ： n = 5  

 

2 )  D 得 点 <抑 う つ 、 落 ち 込 み >  

表 11 に 抑 う つ 、 落 ち 込 み の 指 標 と な る P O M S の D 得 点 の

プ ラ セ ボ 群 の 結 果 を 示 す 。0 日 目 の D 得 点 は 、F 1 で は 5 2 . 6 7 ±  

1 7 . 3 6、 F 2 で は 4 8 . 8 3 ±  1 7 . 0 2、 F 3 で は 4 8 . 8 3 ±  1 5 . 6 3 で あ っ

た 。2 8 日 目 の D 得 点 は 、S 1 で は 5 5 . 0 0 ±  1 7 . 1 4、S 2 で は 4 9 . 5 0  

±  1 7 . 8 2、S 3 で は 4 9 . 3 3 ±  1 5 . 3 7 で あ っ た 。4 9 日 目 の D 得 点 は 、

T 1 で は 4 8 . 8 3 ±  1 4 . 5 0、 T 2 で は 4 7 . 3 3 ±  8 . 9 8、 T 3 で は 4 8 . 8 3 ±  

1 4 . 5 0 で あ っ た 。 各 測 定 日 と も に 有 意 な 値 の 変 化 は 見 ら れ な

か っ た 。 ま た 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 の 経 時 変 化 ( F 1  v s  S 1  v s  T 1 )で

も 、 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

表  1 1  プ ラ セ ボ 群 の D 得 点  

  1  2  3  

0 日 目 (F )  5 2 . 6 7 ± 1 7 . 3 6 4 8 . 8 3 ± 1 7 . 0 2 4 8 . 8 3 ± 1 5 . 6 3

28 日 目 (S )  5 5 . 0 0 ± 1 7 . 1 4 4 9 . 5 0 ± 1 7 . 8 2 4 9 . 3 3 ± 1 5 . 3 7

49 日 目 （T)  4 8 . 8 3 ± 1 4 . 5 0 4 7 . 3 3 ± 8 . 9 8 4 8 . 8 3 ± 1 4 . 5 0

平 均 値 ±標 準 偏 差 、 各 測 定 日 n = 6  
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次 に エ キ ナ セ ア 群 の D 得 点 の 結 果 を 表 1 2 に 示 す 。0 日 目 の

D 得 点 は 、 F 1 で は 4 4 . 6 7 ±  5 . 1 3、 F 2 で は 4 5 . 1 7  ±  5 . 8 8、 F 3 で

は 4 2 . 0 0 ±  4 . 0 0 で あ っ た 。 2 8 日 目 の D 得 点 は 、 S 1 で は 4 6 . 4 0 

±  11 . 7 2、 S 2 で は 4 4 . 8 0 ±  1 0 . 7 3、 S 3 で は 4 4 . 2 0 ±  9 . 3 9 で あ っ

た 。4 9 日 目 の D 得 点 は 、T 1 で は 5 1 . 0 0 ±  1 6 . 4 0、T 2 で は 5 0 . 1 7 

±  1 3 . 1 7、 T 3 で は 4 5 . 3 3 ±  5 . 1 3 で あ っ た 。各 測 定 日 と も に 有 意

な 値 の 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。 ま た 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 の 経 時

変 化 ( F 1  v s  S 1  v s  T 1 )で も 、 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

各 測 定 点 に お け る プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 の 比 較 で は 、

す べ て の 測 定 結 果 に お い て 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

 

表  1 2  エ キ ナ セ ア 群 の D 得 点  

  1  2  3  

0 日 目 (F ) 4 4 . 6 7 ± 5 . 1 3 4 5 . 1 7 ± 5 . 8 8 4 2 . 0 0 ± 4 . 0 0

28 日 目 (S ) 4 6 . 4 0 ± 1 1 . 7 2 4 4 . 8 0 ± 1 0 . 7 3 4 4 . 2 0 ± 9 . 3 9

49 日 目 （T) 5 1 . 0 0 ± 1 6 . 4 0 5 0 . 1 7 ± 1 3 . 1 7 4 5 . 3 3 ± 5 . 1 3

平 均 値 ±標 準 偏 差  

0 日 目 、 4 9 日 目 ： n = 6 、 2 8 日 目 ： n = 5  

 

3 )  A - H 得 点 <怒 り 、 敵 意 >  

怒 り 、敵 意 の 指 標 と な る P O M S の A - H 得 点 の プ ラ セ ボ 群 の

結 果 を 表 1 3 に 示 す 。0 日 目 の A - H 得 点 は 、F 1 で は 4 8 . 1 7 ±  11 . 3 0、

F 2 で は 4 4 . 1 7 ±  1 2 . 3 2、 F 3 で は 4 3 . 6 7  ±  1 2 . 5 8 で あ り 、 有 意 な

値 の 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。 2 8 日 目 の A - H 得 点 は 、 S 1 で は

1 4 7 . 1 7 ±  1 4 . 0 8、 S 2 で は 4 6 . 3 3 ±  1 5 . 3 3、 S 3 で は 4 3 . 3 3 ±  1 4 . 1 0
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で あ っ た 。 シ ャ ト ル ラ ン 前 ( S 1 )に 比 べ 練 習 後 ( S 3 )に お い て 値

が 有 意 に 低 下 し た ( p < 0 . 0 5 )。 4 9 日 目 の A - H 得 点 は 、 T 1 で は

4 3 . 6 7 ±  11 . 7 9、 T 2 で は 4 2 . 8 3 ±  1 2 . 8 8、 T 3 で は 4 4 . 1 7  ±  1 3 . 7 9

で あ り 、 有 意 な 値 の 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。 ま た 、 シ ャ ト ル

ラ ン 前 の 経 時 変 化 ( F 1  v s  S 1  v s  T 1 )で も 、 有 意 な 変 化 は 見 ら れ

な か っ た 。  

 

表  1 3  プ ラ セ ボ 群 の A - H 得 点  

  1  2  3  

0 日 目 (F )  4 8 . 1 7 ± 1 1 . 3 0 4 4 . 1 7 ± 1 2 . 3 2 4 3 . 6 7 ± 1 2 . 5 8

28 日 目 (S )  4 7 . 1 7 ± 1 4 . 0 8 4 6 . 3 3 ± 1 5 . 3 3 4 3 . 3 3 ± 1 4 . 1 0 *

49 日 目 （T)  4 3 . 6 7 ± 1 1 . 7 9 4 2 . 8 3 ± 1 2 . 8 8 4 4 . 1 7 ± 1 3 . 7 9

平 均 値 ±標 準 偏 差 .
 * p < 0 . 0 5 v s S 1 、各 測 定 日 n = 6  

 

次 に エ キ ナ セ ア 群 の 結 果 を 表 1 4 に 示 す 。0 日 目 の A - H 得 点

は 、 F 1 で は 4 3 . 5 0 ±  8 . 7 4、 F 2 で は 4 2 . 5 0 ±  5 . 1 7、 F 3 で は 3 9 . 3 3 

±  3 . 1 4 で あ っ た 。2 8 日 目 の A - H 得 点 は 、S 1 で は 4 0 . 2 0 ±  7 . 1 6、

S 2 で は 3 9 . 2 0 ±  4 . 9 2、 S 3 で は 3 8 . 6 0 ±  3 . 5 8 で あ っ た 。 4 9 日 目

の A - H 得 点 は 、T 1 で は 4 5 . 0 0 ±  1 2 . 5 4、T 2 で は 4 4 . 6 7 ±  1 0 . 6 1、

T 3 で は 4 0 . 0 0 ±  5 . 2 9 で あ っ た 。 各 測 定 日 と も に 有 意 な 値 の 変

化 は 見 ら れ な か っ た 。ま た 、シ ャ ト ル ラ ン 前 の 経 時 変 化 ( F 1  v s  

S 1  v s  T 1 )で も 、 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

各 測 定 点 に お け る プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 の 比 較 で は 、

す べ て の 測 定 結 果 に お い て 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  
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表  1 4  エ キ ナ セ ア 群 の A - H 得 点  

  1  2  3  

0 日 目 (F ) 4 3 . 5 0 ± 8 . 7 4 4 2 . 5 0 ± 5 . 1 7 3 9 . 3 3 ± 3 . 1 4

28 日 目 (S ) 4 0 . 2 0 ± 7 . 1 6 3 9 . 2 0 ± 4 . 9 2 3 8 . 6 0 ± 3 . 5 8

49 日 目 （T) 4 5 . 0 0 ± 1 2 . 5 4 4 4 . 6 7 ± 1 0 . 6 1 4 0 . 0 0 ± 5 . 2 9

平 均 値 ±標 準 偏 差  

0 日 目 、 4 9 日 目 ： n = 6 、 2 8 日 目 ： n = 5  

 

4 )  V 得 点 <活 気 >  

表 1 5 に 活 気 の 指 標 と な る P O M S の V 得 点 の プ ラ セ ボ 群 の

結 果 を 示 す 。 0 日 目 の V 得 点 は 、 F 1 で は 4 1 . 0 0 ±  8 . 6 0、 F 2 で

は 4 2 . 0 0 ±  1 3 . 4 2、 F 3 で は 4 0 . 0 0 ±  1 5 . 2 3 で あ っ た 。 2 8 日 目 の

V 得 点 は 、 S 1 で は 3 9 . 6 7 ±  8 . 6 7、 S 2 で は 3 9 . 6 7 ±  1 3 . 2 9、 S 3

で は 3 8 . 3 3 ±  9 . 0 5 で あ っ た 。4 9 日 目 の V 得 点 は 、T 1 で は 4 0 . 0 0 

±  6 . 7 5、T 2 で は 4 0 . 5 0 ±  7 . 7 4、T 3 で は 3 9 . 3 3 ±  1 0 . 9 7 で あ っ た 。

各 測 定 日 と も に 有 意 な 値 の 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。 ま た 、 シ

ャ ト ル ラ ン 前 の 経 時 変 化 ( F 1  v s  S 1  v s  T 1 )で も 、 有 意 な 変 化 は

見 ら れ な か っ た 。  

表  1 5  プ ラ セ ボ 群 の V 得 点  

  1  2  3  

0 日 目 (F ) 4 1 . 0 0 ± 8 . 6 0 4 2 . 0 0 ± 1 3 . 4 2 4 0 . 0 0 ± 1 5 . 2 3

28 日 目 (S ) 3 9 . 6 7 ± 8 . 6 7 3 9 . 6 7 ± 1 3 . 2 9 3 8 . 3 3 ± 9 . 0 5

49 日 目 （T) 4 0 . 0 0 ± 6 . 7 5 4 0 . 5 0 ± 7 . 7 4 3 9 . 3 3 ± 1 0 . 9 7

平 均 値 ±標 準 偏 差 、各 測 定 日 n = 6  
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次 に 表 1 6 に エ キ ナ セ ア 群 の 結 果 を 示 す 。0 日 目 の V 得 点 は 、

F 1 で は 4 8 . 0 0 ±  6 . 5 7、 F 2 で は 4 4 . 8 3  ±  1 3 . 5 7、 F 3 で は 4 7 . 6 7  ±  

9 . 7 9 で あ っ た 。 2 8 日 目 の V 得 点 は 、 S 1 で は 4 1 . 4 0 ±  8 . 9 6、

S 2 で は 4 4 . 0 0 ±  7 . 0 4、 S 3 で は 3 9 . 8 0 ±  7 . 3 3 で あ っ た 。 4 9 日 目

の V 得 点 は 、 T 1 で は 4 4 . 3 3 ±  6 . 6 5、 T 2 で は 4 4 . 0 0 ±  9 . 2 1、 T 3

で は 4 3 . 1 7 ±  7 . 9 4 で あ っ た 。 各 測 定 日 と も に 有 意 な 値 の 変 化

は 見 ら れ な か っ た 。ま た 、シ ャ ト ル ラ ン 前 の 経 時 変 化 ( F 1  v s  S 1  

v s  T 1 )で も 、 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

各 測 定 点 に お け る プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 の 比 較 で は 、

す べ て の 測 定 結 果 に お い て 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

 

表  1 6  エ キ ナ セ ア 群 の V 得 点  

  1  2  3  

0 日 目 (F ) 4 8 . 0 0 ± 6 . 5 7 4 4 . 8 3 ± 1 3 . 5 7 4 7 . 6 7 ± 9 . 7 9

28 日 目 (S ) 4 1 . 4 0 ± 8 . 9 6 4 4 . 0 0 ± 7 . 0 4 3 9 . 8 0 ± 7 . 3 3

49 日 目 （T) 4 4 . 3 3 ± 6 . 6 5 4 4 . 0 0 ± 9 . 2 1 4 3 . 1 7 ± 7 . 9 4

平 均 値 ±標 準 偏 差  

0 日 目 、 4 9 日 目 ： n = 6 、 2 8 日 目 ： n = 5  

 

5 )  F 得 点 <疲 労 >  

表 1 7 に 疲 労 の 指 標 と な る P O M S の F 得 点 の プ ラ セ ボ 群 の

結 果 を 示 す 。 0 日 目 の F 得 点 は 、 F 1 で は 5 2 . 3 3 ±  11 . 11、 F 2

で は 5 5 . 3 3 ±  1 0 . 8 4、 F 3 で は 5 9 . 3 3 ±  9 . 6 1 で あ っ た 。 2 8 日 目

の F 得 点 は 、 S 1 で は 4 8 . 5 0  ±  1 2 . 1 0、 S 2 で は 5 5 . 1 7  ±  1 3 . 0 8、

S 3 で は 5 3 . 6 7 ±  11 . 4 0 で あ っ た 。 0 日 目 、 2 8 日 目 と も に 測 定
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値 に 有 意 な 値 の 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。 4 9 日 目 の F 得 点 は 、

T 1 で は 4 2 . 5 0 ±  8 . 2 4、 T 2 で は 5 0 . 5 0 ±  1 3 . 8 2、 T 3 で は 4 9 . 3 3 ±  

9 . 4 2 で あ り 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 ( T 1 )と 比 べ シ ャ ト ル ラ ン 後 ( T 2 )

と 練 習 後 ( T 3 )に お い て 有 意 に 値 が 増 加 し た ( p < 0 . 0 5 )。  

ま た 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 の 経 時 変 化 ( F 1  v s  S 1  v s  T 1 )で は 、 F 1

に 比 べ T 1 に お い て 有 意 に 減 少 し た ( p < 0 . 0 5 )。  

 

表  1 7  プ ラ セ ボ 群 の F 得 点  

  1  2  3  

0 日 目 (F )  5 2 . 3 3 ± 1 1 . 1 1 5 5 . 3 3 ± 1 0 . 8 4 5 9 . 3 3 ± 9 . 6 1

28 日 目 (S )  4 8 . 5 0 ± 1 2 . 1 0 5 5 . 1 7 ± 1 3 . 0 8 5 3 . 6 7 ± 1 1 . 4 0

49 日 目 （T)  4 2 . 5 0 ± 8 . 2 4 # 5 0 . 5 0 ± 1 3 . 8 2 * 4 9 . 3 3 ± 9 . 4 2 *

平 均 値 ±標 準 偏 差 .
 * p < 0 . 0 5 v s T 1 、

# p < 0 . 0 5 v s F 1、 各 測 定 日 n = 6  

 

次 に 表 1 8 に エ キ ナ セ ア 群 の 結 果 を 示 す 。0 日 目 の F 得 点 は 、

F 1 で は 4 5 . 8 3 ±  7 . 11、F 2 で は 5 8 . 3 3 ±  7 . 5 8、F 3 で は 5 6 . 8 3 ±  8 . 9 8

で あ り 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 ( F 1 )に 比 べ シ ャ ト ル ラ ン 後 ( F 2 )と 練

習 後 ( F 3 )に お い て 有 意 に 値 が 増 加 し た ( p < 0 . 0 5 )。 2 8 日 目 の F

得 点 は 、 S 1 で は 4 7 . 2 0 ±  1 4 . 0 4、 S 2 で は 5 7 . 2 0 ±  8 . 9 0、 S 3 で

は 5 9 . 0 0 ±  1 0 . 1 7 で シ ャ ト ル ラ ン 前 ( S 1 )に 比 べ シ ャ ト ル ラ ン 後

( S 2 )と 練 習 後 ( S 3 )に お い て 有 意 に 値 が 増 加 し た ( p < 0 . 0 5 )。 4 9

日 目 の F 得 点 は 、T 1 で は 5 1 . 0 0 ±  1 4 . 1 4、T 2 で は 5 8 . 1 7 ±  11 . 8 9、

T 3 で は 5 7 . 0 0 ±  8 . 3 7 で あ り 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 ( T 1 )に 比 べ シ ャ

ト ル ラ ン 後 ( T 2 )に お い て 有 意 に 値 が 増 加 し た ( p < 0 . 0 5 )。 ま た 、

シ ャ ト ル ラ ン 前 の 経 時 変 化 ( F 1  v s  S 1  v s  T 1 )で も 、 有 意 な 変 化
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は 見 ら れ な か っ た 。  

各 測 定 点 に お け る プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 の 比 較 で は 、

す べ て の 測 定 結 果 に お い て 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

 

表  1 8  エ キ ナ セ ア 群 の F 得 点  

  1  2  3  

0 日 目 (F )  4 5 . 8 3 ± 7 . 1 1 5 8 . 3 3 ± 7 . 5 8 * 5 6 . 8 3 ± 8 . 9 8 *

28 日 目 (S )  4 7 . 2 0 ± 1 4 . 0 4 5 7 . 2 0 ± 8 . 9 0 * * 5 9 . 0 0 ± 1 0 . 1 7 * *

49 日 目 （T)  5 1 . 0 0 ± 1 4 . 1 4 5 8 . 1 7 ± 1 1 . 8 9 # 5 7 . 0 0 ± 8 . 3 7

平 均 値 ±標 準 偏 差 .  * p < 0 . 0 5 v s F 1 .  * * p < 0 . 0 5 v s S 1 .  # p < 0 . 0 5 v s T 1  

0 日 目 、 4 9 日 目 ： n = 6 、 2 8 日 目 ： n = 5  

 

6 )  C 得 点 <混 乱 >  

表 1 9 に 混 乱 の 指 標 と な る P O M S の C 得 点 の プ ラ セ ボ 群 の

結 果 を 示 す 。 0 日 目 の C 得 点 は 、 F 1 で は 5 5 . 1 7 ±  1 3 . 0 1、 F 2

で は 4 7 . 6 7 ±  8 . 3 1、 F 3 で は 5 2 . 3 3 ±  1 2 . 2 9 で あ り 、 シ ャ ト ル ラ

ン 前 ( F 1 )に 比 べ シ ャ ト ル ラ ン 後 ( F 2 )に お い て 有 意 に 値 が 低 下

し た ( p < 0 . 0 5 )。 2 8 日 目 の C 得 点 は 、 S 1 で は 5 5 . 8 3 ±  1 3 . 8 1、

S 2 で は 5 2 . 0 0 ±  1 2 . 4 1、 S 3 で は 5 1 . 0 0 ±  1 0 . 7 5 で あ っ た 。 4 9

日 目 の C 得 点 は 、T 1 で は 4 9 . 6 7 ±  1 5 . 7 4、T 2 で は 4 9 . 1 7 ±  11 . 9 7、

T 3 で は 5 1 . 3 3 ±  9 . 5 0 で あ っ た 。 2 8 日 目 、 4 9 日 目 と も に 測 定

値 に 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。 ま た 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 の

経 時 変 化 ( F 1  v s  S 1  v s  T 1 )で も 、有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。 
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表  1 9  プ ラ セ ボ 群 の C 得 点  

  1  2  3  

0 日 目 (F )  5 5 . 1 7 ± 1 3 . 0 1 4 7 . 6 7 ± 8 . 3 1 * 5 2 . 3 3 ± 1 2 . 2 9

28 日 目 (S )  5 5 . 8 3 ± 1 3 . 8 1 5 2 . 0 0 ± 1 2 . 4 1 5 1 . 0 0 ± 1 0 . 7 5

49 日 目 （T)  4 9 . 6 7 ± 1 5 . 7 4 4 9 . 1 7 ± 1 1 . 9 7 5 1 . 3 3 ± 9 . 5 0

平 均 値 ±標 準 偏 差 .  * p < 0 . 0 5 v s F 1 、各 測 定 日 n = 6  

 

次 に 表 2 0 に エ キ ナ セ ア 群 の C 得 点 の 結 果 を 示 す 。0 日 目 の

C 得 点 は 、 F 1 で は 4 4 . 6 7 ±  7 . 3 1、 F 2 で は 4 8 . 8 3  ±  7 . 6 8、 F 3 で

は 4 4 . 0 0 ±  6 . 7 8 で あ っ た 。 2 8 日 目 の C 得 点 は 、 S 1 で は 4 7 . 2 0 

±  1 3 . 5 4、S 2 で は 4 7 . 6 0 ±  5 . 2 7、S 3 で は 4 3 . 8 0 ±  8 . 7 6 で あ っ た 。

4 9 日 目 の C 得 点 は 、T 1 で は 4 7 . 6 7 ±  1 2 . 1 4、T 2 で は 4 9 . 3 3 ±  11 . 3 6、

T 3 で は 4 4 . 5 0 ±  4 . 4 2 で あ っ た 。 各 測 定 日 と も に 有 意 な 値 の 変

化 は 見 ら れ な か っ た 。ま た 、シ ャ ト ル ラ ン 前 の 経 時 変 化 ( F 1  v s  

S 1  v s  T 1 )で も 、 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

各 測 定 点 に お け る プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 の 比 較 で は 、

す べ て の 測 定 結 果 に お い て 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

表  2 0  エ キ ナ セ ア 群 の C 得 点  

  1  2  3  

0 日 目 (F ) 4 4 . 6 7 ± 7 . 3 1 4 8 . 8 3 ± 7 . 6 8 4 4 . 0 0 ± 6 . 7 8  

28 日 目 (S ) 4 7 . 2 0 ± 1 3 . 5 4 4 7 . 6 0 ± 5 . 2 7 4 3 . 8 0 ± 8 . 7 6  

49 日 目 （T) 4 7 . 6 7 ± 1 2 . 1 4 4 9 . 3 3 ± 1 1 . 3 6 4 4 . 5 0 ± 4 . 4 2  

平 均 値 ±標 準 偏 差  

0 日 目 、 4 9 日 目 ： n = 6 、 2 8 日 目 ： n = 5  
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7 )  T M D 得 点 <総 合 評 価 >  

表 2 1 に 総 合 評 価 と な る T M D 得 点 の プ ラ セ ボ 群 の 結 果 を 示

す 。 0 日 目 の T M D 得 点 は 、 F 1 で は 2 1 5 . 6 7 ±  6 3 . 3 7、 F 2 で は

1 9 4 . 8 3 ±  6 3 . 7 8、 F 3 で は 2 0 4 . 1 7 ±  6 9 . 5 3 で あ っ た 。 2 8 日 目 の

T M D 得 点 は 、S 1 で は 2 1 5 . 1 7 ±  7 3 . 0 9、S 2 で は 2 0 7 . 0 0 ±  7 7 . 9 1、

S 3 で は 2 0 0 . 3 3 ±  6 7 . 0 6 で あ っ た 。 4 9 日 目 の T M D 得 点 は 、 T 1

で は 1 8 7 . 5 0 ±  6 6 . 0 2、 T 2 で は 1 9 0 . 5 0 ±  6 4 . 4 9、 T 3 で は 1 9 7 . 1 7 

±  6 3 . 1 5 で あ っ た 。各 測 定 日 と も に 有 意 な 値 の 変 化 は 見 ら れ な

か っ た 。 ま た 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 の 経 時 変 化 ( F 1  v s  S 1  v s  T 1 )で

も 、 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

 

表  2 1  プ ラ セ ボ 群 の T M D 得 点  

  1  2  3  

0 日 目 (F )  2 1 5 . 6 7 ± 6 3 . 3 7 1 9 4 . 8 3 ± 6 3 . 7 8 2 0 4 . 1 7 ± 6 9 . 5 3

28 日 目 (S )  2 1 5 . 1 7 ± 7 3 . 0 9 2 0 7 . 0 0 ± 7 7 . 9 1 2 0 0 . 3 3 ± 6 7 . 0 6

49 日 目 （T)  1 8 7 . 5 0 ± 6 6 . 0 2 1 9 0 . 5 0 ± 6 4 . 4 9 1 9 7 . 1 7 ± 6 3 . 1 5

平 均 値 ±標 準 偏 差 、 各 測 定 日 n = 6  

 

次 に 表 2 2 に エ キ ナ セ ア 群 の T M D 得 点 の 結 果 を 示 す 。 0 日

目 の T M D 得 点 は 、 F 1 で は 1 7 5 . 5 0 ±  2 7 . 1 9、 F 2 で は 1 9 3 . 1 7 ±  

3 1 . 4 2、 F 3 で は 1 7 2 . 5 0 ±  2 1 . 7 9 で あ り 、 シ ャ ト ル ラ ン 後 ( F 2 )

に 比 べ 練 習 後 ( F 3 )に お い て 有 意 に 値 が 低 下 し た ( p < 0 . 0 5 )。 2 8

日 目 の T M D 得 点 は 、S 1 で は 1 7 9 . 0 0 ±  6 7 . 0 9、S 2 で は 1 8 3 . 6 0 ±  

3 7 . 3 1、 S 3 で は 1 8 2 . 8 0 ±  4 3 . 6 7 で あ っ た 。 4 9 日 目 の T M D 得 点

は 、 T 1 で は 1 9 5 . 0 0 ±  7 3 . 0 7、 T 2 で は 2 0 2 . 8 3 ±  5 7 . 5 6、 T 3 で は
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1 8 2 . 0 0 ±  2 4 . 2 3 で あ っ た 。 2 8 日 目 、 4 9 日 目 と も に 測 定 値 に 有

意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。 ま た 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 の 経 時 変

化 ( F 1  v s  S 1  v s  T 1 )で も 、 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

各 測 定 点 に お け る プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 の 比 較 で は 、

す べ て の 測 定 結 果 に お い て 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

 

表  2 2  エ キ ナ セ ア 群 の T M D 得 点  

  1  2  3  

0 日 目 (F )  1 7 5 . 5 0 ± 2 7 . 1 9 1 9 3 . 1 7 ± 3 1 . 4 2 1 7 2 . 5 0 ± 2 1 . 7 9 *

28 日 目 (S )  1 7 9 . 0 0 ± 6 7 . 0 9 1 8 3 . 6 0 ± 3 7 . 3 1 1 8 2 . 8 0 ± 4 3 . 6 7

49 日 目 （T)  1 9 5 . 0 0 ± 7 3 . 0 7 2 0 2 . 8 3 ± 5 7 . 5 6 1 8 2 . 0 0 ± 2 4 . 2 3

平 均 値 ±標 準 偏 差 .  * p < 0 . 0 5 v s F 2  

0 日 目 、 4 9 日 目 ： n = 6 、 2 8 日 目 ： n = 5  

 

Ｇ ． 唾 液 ア ミ ラ ー ゼ 活 性  

ス ト レ ス の 指 標 と し て 唾 液 ア ミ ラ ー ゼ 活 性 の 測 定 を 行 っ

た 。プ ラ セ ボ 群 の 結 果 を 表 2 3 示 す 。0 日 目 の 唾 液 ア ミ ラ ー ゼ

活 性 は 、F 1 で は 3 4 . 6 7 ±  1 5 . 2 1 K U / L、F 2 で は 5 4 . 8 3 ±  1 8 . 9 7 K U / L、

F 3 で は 4 3 . 5 0 ±  1 7 . 4 3 K U / L で あ り 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 ( F 1 )に 比

べ シ ャ ト ル ラ ン 後 ( F 2 )に お い て 有 意 に 増 加 し た ( p < 0 . 0 5 )。 2 8

日 目 の 唾 液 ア ミ ラ ー ゼ 活 性 は 、 S 1 で は 3 3 . 6 7  ±  11 . 8 3 K U / L、

S 2 で は 3 7 . 3 3 ±  1 9 . 8 3 K U / L、 S 3 で は 5 1 . 1 7 ±  1 9 . 2 3 K U / L で

あ り 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 ( S 1 )に 比 べ 練 習 後 ( S 3 )に お い て 値 が 有

意 に 増 加 し た ( p < 0 . 0 5 )。 4 9 日 目 の 唾 液 ア ミ ラ ー ゼ 活 性 は 、 T 1

で は 4 0 . 6 7 ±  2 6 . 1 0 K U / L、 T 2 で は 3 9 . 3 3 ±  1 5 . 7 1 K U / L、 T 3
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で は 4 9 . 0 0 ±  2 0 . 0 1 K U / L で 有 意 な 値 の 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。

ま た 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 の 経 時 変 化 ( F 1  v s  S 1  v s  T 1 )で も 、 有

意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

 

表  2 3  プ ラ セ ボ 群 の ア ミ ラ ー ゼ 活 性 ( K U / L )  

  1  2  3  

0 日 目 ( F ) 3 4 . 6 7 ± 1 5 . 2 1 5 4 . 8 3 ± 1 8 . 9 7 * 4 3 . 5 0 ± 1 7 . 4 3

28 日 目 ( S ) 3 3 . 6 7 ± 1 1 . 8 3 3 7 . 3 3 ± 1 9 . 8 3 5 1 . 1 7 ± 1 9 . 2 3 #

49 日 目 （T ) 4 0 . 6 7 ± 2 6 . 1 0 3 9 . 3 3 ± 1 5 . 7 1 4 9 . 0 0 ± 2 0 . 0 1

平 均 値 ±標 準 偏 差 .
 * p < 0 . 0 5 v s F 1 .  # p < 0 . 0 5 v s S 1 、各 測 定 日 n = 6  

 

次 に 表 2 4 に エ キ ナ セ ア 群 の 結 果 を 示 す 。0 日 目 の 唾 液 ア ミ

ラ ー ゼ 活 性 は 、 F 1 で は 4 5 . 5 0  ±  2 2 . 8 8 K U / L、 F 2 で は 7 3 . 7 5  ±  

2 3 . 4 3 K U / L、 F 3 で は 5 5 . 5 0 ±  3 4 . 3 2 K U / L で あ っ た 。 2 8 日 目

の 唾 液 ア ミ ラ ー ゼ 活 性 は 、 S 1 で は 4 3 . 0 0 ±  8 . 1 2 K U / L、 S 2 で

は 4 7 . 7 5 ±  3 6 . 2 8 K U / L、S 3 で は 5 1 . 5 0 ±  1 2 . 5 6 K U / L で あ っ た 。

4 9 日 目 の 唾 液 ア ミ ラ ー ゼ 活 性 は 、T 1 で は 4 1 . 6 0 ±  11 . 0 6 K U / L、

T 2 で は 5 0 . 4 0 ±  2 5 . 9 9 K U / L、 T 3 で は 5 2 . 4 0 ±  3 7 . 2 1 K U / L で

あ っ た 。 各 測 定 日 と も に 有 意 な 値 の 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。

ま た 、 シ ャ ト ル ラ ン 前 の 経 時 変 化 ( F 1  v s  S 1  v s  T 1 )で も 、 有

意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

各 測 定 点 に お け る プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 の 比 較 で は 、

す べ て の 測 定 結 果 に お い て 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  
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表  2 4  エ キ ナ セ ア 群 の ア ミ ラ ー ゼ 活 性 ( K U / L )  

  1  2  3  

0 日 目 (F )  4 5 . 5 0 ± 2 2 . 8 8 7 3 . 7 5 ± 2 3 . 4 3 5 5 . 5 0 ± 3 4 . 3 2

28 日 目 (S )  4 3 . 0 0 ± 8 . 1 2 4 7 . 7 5 ± 3 6 . 2 8 5 1 . 5 0 ± 1 2 . 5 6

49 日 目 （T)  4 1 . 6 0 ± 1 1 . 0 6 5 0 . 4 0 ± 2 5 . 9 9 5 2 . 4 0 ± 3 7 . 2 1

平 均 値 ±標 準 偏 差  

0 日 目 、 2 8 日 目 ： n = 4 、 4 9 日 目 ： n = 5  

 

Ｈ ． 健 康 状 態 ア ン ケ ー ト  

1 )  上 気 道 感 染 症 罹 患 者 数  

表 2 5 は プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 の サ プ リ メ ン ト 摂 取 期

間 ( 0 ~ 2 8 日 目 )、 摂 取 終 了 後 3 週 間 ( 2 9 ~ 4 9 日 目 )、 お よ び 実 験

期 間 全 体 ( 0 ~ 4 9 日 目 )に お け る 上 気 道 感 染 症 罹 患 者 数 を 示 す 。

ア ン ケ ー ト で 設 問 の 「 カ ゼ を ひ い て い る 」 に 対 し て 「 は い 」

と 答 え て 、 そ し て 、「 の ど の 痛 み 」、「 鼻 水 ・ 鼻 づ ま り 」、 あ る

い は 「 せ き ・ た ん 」 の 項 目 の う ち 1 つ 以 上 に 「 あ り 」 と 回 答

し た 場 合 を 上 気 道 感 染 症 と 判 定 し た (赤 間 、 2003)。 な お 、 2 8

日 目 以 前 か ら 2 9 日 目 以 後 、数 日 間 上 気 道 感 染 症 罹 患 が 続 い て

い る 場 合 は 、 0 ~ 2 8 日 目 と 0 ~ 4 9 日 目 の 期 間 そ れ ぞ れ で カ ウ ン

ト し た 。  

プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 と も に 摂 取 期 間 、 摂 取 後 、 全 体

に お い て 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た 。  
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表 2 5  上 気 道 感 染 症 罹 患 者 数  

罹患者数 非罹患者数

プラセボ群0~28日目 4人 2人
エキナセア群0~28日目 4人 2人
プラセボ群29~49日目 2人 4人

エキナセア群29~49日目 2人 4人

プラセボ群0~49日目 4人 2人

エキナセア群0~49日目 4人 2人  

2 )  上 気 道 感 染 症 罹 患 回 数  

表 2 6 は 、 プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 の サ プ リ メ ン ト 摂 取

期 間 ( 0 ~ 2 8 日 目 )、 摂 取 終 了 後 3 週 間 ( 2 9 ~ 4 9 日 目 )、 お よ び 実

験 期 間 全 体 ( 0 ~ 4 9 日 目 )に お け る 上 気 道 感 染 症 罹 患 回 数 を 示 す 。

連 続 し た 数 日 間 上 気 道 感 染 症 が 続 い て い る 場 合 、 1 回 と カ ウ

ン ト し た 。 な お 、 2 8 日 目 以 前 か ら 2 9 日 目 以 後 の 連 続 し た 数

日 間 で 上 気 道 感 染 症 が 続 い て い る 場 合 は 、0 ~ 2 8 日 目 の 期 間 に

カ ウ ン ト し た 。  

プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 と も に 摂 取 期 間 、 摂 取 後 、 全 体

に お い て 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た 。  

表 26 上 気 道 感 染 症 罹 患 回 数  

0回 1-2回 3回以上

プラセボ群0~28日目 2人 4人 0人

エキナセア群0~28日目 2人 3人 1人

プラセボ群29~49日目 5人 1人 0人

エキナセア群29~49日目 5人 1人 0人

プラセボ群0~49日目 2人 4人 0人

エキナセア群0~49日目 2人 2人 2人  

3 )  上 気 道 感 染 症 罹 患 日 数  

表 2 7 は 、 プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 の サ プ リ メ ン ト 摂 取

期 間 ( 0 ~ 2 8 日 目 )、 摂 取 終 了 後 3 週 間 ( 2 9 ~ 4 9 日 目 )、 お よ び 実
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験 期 間 全 体 ( 0 ~ 4 9 日 目 )に お け る 上 気 道 感 染 症 罹 患 日 数 を 示 す 。

カ ウ ン ト 方 法 は 、 期 間 中 上 気 道 感 染 症 と 判 断 し た 日 を 全 て 加

算 し た 。 例 え ば 、 3 日 間 上 気 道 感 染 症 を ひ い て い る 場 合 、 3

日 と カ ウ ン ト し た 。  

プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 と も に 摂 取 期 間 、 摂 取 後 、 お よ

び 全 体 に お い て 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た 。  

表 27 上 気 道 感 染 症 罹 患 日 数  

  

0-1日 ２日以上

プラセボ群0~28日目 4人 2人

エキナセア群0~28日目 2人 4人

プラセボ群29~49日目 4人 2人

エキナセア群29~49日目 4人 2人

プラセボ群0~49日目 3人 3人

エキナセア群0~49日目 2人 4人  

 

Ｉ ． サ プ リ メ ン ト 摂 取 に 関 す る ア ン ケ ー ト  

ア ン ケ ー ト 実 施 は サ プ リ メ ン ト 摂 取 期 間 の 4 週 目 に で 「 体

調 の 変 化 」、「 パ フ ォ ー マ ン ス の 変 化 」、「 サ プ リ メ ン ト の 飲 み

や す さ 」 の 3 つ の 項 目 を 対 象 者 に 行 い 回 答 を 得 た 。 3 つ の 項

目 は 5 段 階 で 評 価 を 行 っ た 。「 1 」 は 一 番 悪 い 、「 3」 は 変 わ ら

な い 、「 5」は 一 番 良 い と し た 。表 2 8 に プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ

ア 群 の ア ン ケ ー ト の 結 果 を 示 す 。 両 群 で 有 意 な 差 は 見 ら れ な

か っ た 。  
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体調の変化 パフォーマンスの変化 サプリメント飲みやすさ

プラセボ(n=6)
Median 2.50 3.00 2.50
IQR 1.38 0.50 1.75

エキナセア(n=6)
Median 3.00 3.00 2.50
IQR 0.25 0.00 1.00

表28 サプリメント摂取に関するアンケート

 

 

Ⅲ - 2 .  結 果 ２  

 今 回 は 対 象 者 数 が 少 な か っ た た め 、 次 に 個 別 の 結 果 に つ い

て 詳 細 な 検 討 を 行 う こ と と し た 。  

 

Ａ ． S I g A 分 泌 速 度 の 個 別 結 果  

 図 2 に プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 の シ ャ ト ル ラ ン 前 後 の

S I g A 分 泌 速 度 に つ い て 対 象 者 の 個 別 結 果 を 示 す 。  

図 2a か ら 図 2c ま で は プ ラ セ ボ 群 の 各 測 定 日 に お け る シ ャ

ト ル ラ ン 前 後 の S I g A 分 泌 速 度 の 変 化 を 示 す 。0 日 目 に お い て

増 加 ま た は 減 少 し た 人 数 は プ ラ セ ボ 群 の 半 数 ず つ で あ っ た 。

2 8 日 目 お よ び 4 9 日 目 の 両 日 と も に 0 日 目 と 同 様 の 結 果 が 得

ら れ た 。  

図 2d か ら 図 2f ま で は エ キ ナ セ ア 群 の 各 測 定 日 に お け る シ

ャ ト ル ラ ン 前 後 の S I g A 分 泌 速 度 の 変 化 を 示 す 。0 日 目 に お い

て 増 加 ま た は 減 少 し た 人 数 は エ キ ナ セ ア 群 の 半 数 ず つ で あ っ

た 。2 8 日 目 に お い て は 増 加 し た 人 数 は 2 人 、減 少 し た 人 数 は

3 人 で あ っ た 。 4 9 日 目 は 0 日 目 と 同 様 の 結 果 が 得 ら れ た 。
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a.プラセボ群SIgA分泌速度の変化
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d.エキナセア群SIgA分泌速度の変
化(F1-F2)
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b.プラセボ群SIgA分泌速度の変化
(S1-S2)
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エキナセア群SIgA分泌速度の変化
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c.プラセボ群SIgA分泌速度の変化
(T1-T2)
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f.エキナセア群SIgA分泌速度の変化
(T1-T2)
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図 3 に プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 の シ ャ ト ル ラ ン 前 、 練 習

後 の S I g A 分 泌 速 度 に つ い て 対 象 者 の 個 別 結 果 を 示 す 。  

図 3a か ら 図 3c ま で は プ ラ セ ボ 群 の 各 測 定 日 に お け る シ ャ

ト ル ラ ン 前 、練 習 後 の S I g A 分 泌 速 度 の 変 化 を 示 す 。0 日 目 に
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お い て 増 加 し た 人 数 は 2 人 、 減 少 し た 人 数 は 3 人 、 変 化 し な

か っ た 人 数 は 1 人 で あ っ た 。2 8 日 目 に お い て 増 加 し た 人 数 は

5 人 、 減 少 し た 人 数 は 1 人 で あ っ た 。 4 9 日 目 に お い て 増 加 し

た 人 数 は 3 人 、 減 少 し た 人 数 は 3 人 で あ っ た 。  

図 3d か ら 図 3f ま で は エ キ ナ セ ア 群 の 各 測 定 日 に お け る シ

ャ ト ル ラ ン 前 、練 習 後 の S I g A 分 泌 速 度 の 変 化 を 示 す 。0 日 目

に お い て 増 加 し た 人 数 は 2 人 、減 少 し た 人 数 は 4 人 で あ っ た 。

2 8 日 目 に お い て 増 加 し た 人 数 は 3 人 、減 少 し た 人 数 は 2 人 で

あ っ た 。4 9 日 目 に お い て 増 加 し た 人 数 は 2 人 、減 少 し た 人 数

は 4 人 で あ っ た 。  

a.プラセボ群SIgA分泌速度の変化
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d.エキナセア群SIgA分泌速度の変化
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c.プラセボ群SIgA分泌速度の変化
(T1-T3)
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Ⅳ .  考 察  

 

A .  環 境 条 件  

 本 研 究 は 、1 0 月 中 旬 か ら 11 月 末 ま で の 合 計 7 週 間 ( 4 9 日 間 )

で 実 施 し た 。従 っ て 測 定 日 の 3 日 間 を 比 較 す る と 気 温 、W B G T

の 変 化 が 大 き か っ た 。 実 験 実 施 期 間 は 、 気 候 の 変 化 が 大 き い

時 期 で あ っ た と 考 え ら れ る 。し か し 、各 測 定 日 の 一 日 の W B G T

変 化 に は 、 大 き な 変 動 は 認 め ら れ な か っ た 。 よ っ て 、 同 一 測

定 日 の 環 境 条 件 は 一 定 で あ る と 考 え ら れ こ と か ら 環 境 の 影 響

は 考 慮 せ ず 、 本 研 究 の 同 一 測 定 日 内 の 結 果 は サ プ リ メ ン ト の

効 果 の み を 検 討 す る こ と が 可 能 で あ る と 考 え ら れ る 。  

 

B .  対 象 者 の 身 体 特 性  

 実 験 初 日 ( 0 日 目 : F )の 両 群 間 の 対 象 者 の 年 齢 、体 重 、体 脂 肪

率 、 V O 2 m a x の 結 果 は 、 ど の 項 目 に お い て も 有 意 な 差 は な か

っ た 。よ っ て 、両 群 の 対 象 者 の 条 件 は 一 定 で あ る と 考 え ら れ 、

本 研 究 に お い て 両 群 よ り 得 ら れ た 結 果 に つ い て の 比 較 は 可 能

で あ る と 考 え た 。  

 

C .  唾 液 分 泌 速 度  

本 研 究 で は 、 エ キ ナ セ ア 群 内 の 運 動 前 後 の 唾 液 分 泌 速 度 の

変 化 は 、 3 回 の 測 定 日 す べ て に お い て 、 シ ャ ト ル ラ ン 後 に 比

べ 練 習 後 に 有 意 に 増 加 し た 。 し か し 、 プ ラ セ ボ 群 に お い て は

有 意 な 増 加 は 認 め ら れ な か っ た 。  

一 般 に 、 唾 液 分 泌 は 交 感 神 経 と 副 交 感 神 経 の 両 自 律 神 経 系
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に よ っ て 、調 節 さ れ て い る と 言 わ れ て い る (松 尾  2 0 0 6 )。今 回

の 唾 液 分 泌 速 度 の 増 加 は 、 シ ャ ト ル ラ ン に よ り 興 奮 し た 交 感

神 経 が フ ッ ト サ ル の 練 習 後 に 抑 制 さ れ た 影 響 が 考 え ら れ た 。  

ま た 、プ ラ セ ボ 群 の 運 動 前 の 経 時 変 化 は 2 8 日 目 ( S 1 )に 比 べ

4 9 日 目 ( T 1 )に お い て 有 意 に 増 加 し た ( p < 0 . 0 5 )。 測 定 日 に よ っ

て 、 対 象 者 の 心 理 状 態 と 体 調 が 影 響 し て い る 可 能 性 が 考 え ら

れ る が 、 今 回 の 結 果 で は 、 明 ら か で は な か っ た 。 今 回 の 結 果

に つ い て は 、 さ ら に 、 対 象 者 数 を 増 や し て 、 検 討 を 要 す る 。  

 

D .  S I g A 濃 度 、 S I g A 分 泌 速 度  

 本 研 究 で は 、 S I g A 濃 度 と S I g A 分 泌 速 度 に お い て 、 プ ラ セ

ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 と も に 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。 プ

ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 の 各 測 定 点 の 比 較 に も 有 意 な 変 化 は

見 ら れ な か っ た 。  

陈 洪 亮 ら  ( 2 0 0 5 )と 刘 晓 琳 ら ( 2 0 0 7 )は 、 エ キ ナ セ ア は 免 疫 力

を 高 め る と 報 告 し て い る 。 H a l l ら は 先 行 研 究 で 、 19～ 46 歳 、

健 常 の 男 性 32 人 の 対 象 者 を プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 に 分

け 、 実 験 を 実 施 し た 。 実 験 は 、 摂 取 前 と 摂 取 後 に 運 動 負 荷 と

し て 、 30 秒 間 Wingat e 自 転 車 運 動 を 3 回 実 施 し た 。 そ し て 、

運 動 負 荷 の 前 と 運 動 負 荷 終 了 5 分 後 に 唾 液 を 採 取 し た 。 そ の

結 果 、 摂 取 前 に は プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 と も 運 動 前 と 比

べ 運 動 後 に お い て S I g A 濃 度 と S I g A 分 泌 速 度 と も 有 意 に 減 少

し た 。摂 取 後 の S I g A 濃 度 と S I g A 分 泌 速 度 で は 、プ ラ セ ボ 群

は 摂 取 前 と 同 様 な 結 果 を 得 た 。 し か し 、 エ キ ナ セ ア 群 は 運 動

前 後 の S I g A 濃 度 と S I g A 分 泌 速 度 は 有 意 な 変 化 が 見 ら れ な か
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っ た 。 つ ま り 、 エ キ ナ セ ア 摂 取 が 運 動 後 に S I g A 濃 度 と S I g A

分 泌 速 度 の 低 下 を 抑 制 す る と 考 え ら れ た 。 し か し 、 今 回 の 結

果 か ら は 、 エ キ ナ セ ア が 免 疫 機 能 に 影 響 し て い る 可 能 性 を 考

え る こ と は 難 し い 。こ の 原 因 と し て は い く つ か 考 え ら れ る が 、

そ の 中 で も 一 番 大 き な 原 因 は 対 象 者 数 が 少 な い こ と が 考 え ら

れ る 。 特 に 、 今 回 の 実 験 期 間 中 、 エ キ ナ セ ア 群 の 対 象 者 の う

ち 1 名 が 風 邪 の 影 響 で 28 週 目 の 測 定 に 参 加 で き な か っ た 。そ

の た め 、 エ キ ナ セ ア 群 で は さ ら に 対 象 者 が 減 っ て し ま っ た 。

第 2 の 原 因 に サ プ リ メ ン ト の 影 響 は 、 人 に よ り 個 人 差 が 生 じ

る と 考 え ら れ る 。  

第 3 に 運 動 条 件 の 影 響 も 考 え ら れ る 。 本 研 究 は 、 大 学 フ ッ

ト サ ル サ ー ク ル 所 属 学 生 を 対 象 に 実 施 し た も の で あ る 。 ア ス

リ ー ト と 異 な り 日 頃 の 運 動 習 慣 も 対 象 者 に よ っ て 個 人 差 が あ

り 、 ま た 、 1 日 の 練 習 に お い て も 激 し い 練 習 を し て い た 人 と

適 当 な 練 習 を し て い た 人 が い た と 考 え ら れ る 。 赤 間 ら (1998)

は 、 ジ ュ ニ ア 期 の ス ポ ー ツ 選 手 を 対 象 に シ ャ ト ル ラ ン ・ テ ス

ト を 行 っ た 後 、 S I g A 濃 度 と S I g A 分 泌 速 度 に は 有 意 な 変 化 が

見 ら れ な か っ た と 報 告 し て い る 。 本 研 究 の 対 象 者 の 年 齢 と は

異 な る が 、先 行 研 究 と 同 様 に 今 回 S I g A 濃 度 と S I g A 分 泌 速 度

は 変 化 し な い こ と か ら 、 シ ャ ト ル ラ ン ・ テ ス ト は S I g A に 影

響 し な い と 考 え ら れ る 。 M c D o w e l l ら ( 1 9 9 2 )は 、 1 0 0 % V O 2 m a x

の 運 動 負 荷 、 1 6 - 4 0 m i n で 、 S c h o u t e n ら ( 1 9 8 8 )は 1 0 0 % V O 2 m a x

の 運 動 負 荷 、1 5 m i n の 実 施 で 、両 者 と も S I g A に は 影 響 な い と

報 告 し て い る 。 M a c k i n n o n ら ( 1 9 8 9 )は 7 0 - 8 0％ V O 2 m a x  の 運 動

負 荷 、1 2 0 m i n で 、To m a s i ら ( 1 9 8 2 )は 7 0％ V O 2 m a x の 運 動 負 荷 、
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2 - 3 h r で 両 方 と も S I g A が 下 が る と 報 告 し て い る 。本 研 究 で は 、

短 時 間 の シ ャ ト ル ラ ン で は 、 先 行 研 究 と 同 様 に S I g A に は 影

響 し な か っ た 。 し か し 、 長 時 間 の フ ッ ト サ ル の 練 習 後 で は 先

行 研 究 と 異 な り S I g A が 下 が ら な か っ た 。 従 っ て 、 エ キ ナ セ

ア の 免 疫 機 能 へ の 影 響 を 明 確 に す る た め に は 、 対 象 者 を 増 や

し 、 運 動 条 件 の 変 更 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。  

先 行 研 究 に お い て 、 心 理 的 ス ト レ ス は 唾 液 中 の S I g A に 影

響 を 及 ぼ す こ と が 報 告 さ れ て い る ( B o s c h  e t  a l .  2 0 0 1 ;  

Wi l l e m s e n  e t  a l .  2 0 0 2 )。B o s c h ら は 急 性 ス ト レ ス へ の 対 処 法 を

能 動 的 対 処 と 受 動 的 対 処 に 分 類 す る こ と 提 案 し て お り 、 ス ト

レ ス に 対 し て 積 極 的 な 対 応 が で き る 場 合 (能 動 的 対 処：例 え ば

試 験 前 、 暗 算 )は S I g A は 増 加 し 、 ま た ス ト レ ス に 対 し て 受 動

的 に た だ 耐 え る し か な い 場 合 (受 動 的 対 処 ： 例 え ば 試 験 期 間

中 )は S I g A は 低 下 す る と し て い る 。 後 述 す る P O M S の 結 果 か

ら 、 シ ャ ト ル ラ ン の 実 施 予 定 は 心 理 ス ト レ ス と な っ て 、 運 動

前 の S I g A 値 を 引 き 下 げ た た め 、 運 動 前 後 の 差 が 少 な く な っ

た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  

さ ら に 、先 行 研 究 に お い て 、エ キ ナ セ ア は 非 特 異 的 T 細 胞

の 活 性 を 高 め る 、 リ ン パ 球 の 数 も 増 加 さ せ る こ と が 報 告 さ れ

て い る 。ま た 、エ キ ナ セ ア は マ ク ロ フ ァ ー ジ を 活 性 化 し 、I L - 1、

I L - 6、T N F - αを 増 や し 、免 疫 力 を 高 め る と も 報 告 し て い る ( 陈

洪 亮  2 0 0 5 、 刘 晓 琳 2 0 0 7 )。 本 研 究 で は 、 免 疫 機 能 の 指 標 と し

て 唾 液 中 の S I g A の み を 評 価 し 影 響 が 認 め ら れ な か っ た が 、

血 液 中 の リ ン パ 球 な ど で は 影 響 が あ っ た 可 能 性 も 考 え ら れ る 。 

S I g A 分 泌 速 度 に つ い て 対 象 者 の 個 別 結 果 を 検 討 し た 。各 測
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定 日 内 の 経 時 変 化 に お い て 両 群 と も S I g A 分 泌 速 度 が 増 加 し

た 人 も 、 減 少 し た 人 も 存 在 し た 。 免 疫 機 能 の 低 下 は 上 気 道 感

染 症 を 増 加 さ せ る 。 実 験 を 実 施 し た 時 期 は 、 一 般 に 上 気 道 感

染 症 を ひ き や す い と さ れ る 1 0 月 中 旬 か ら 11 月 末 で あ っ た 。

個 別 の 結 果 か ら 、 対 象 者 に よ っ て は 各 測 定 日 の S I g A 分 泌 速

度 の 変 化 に 変 動 が 見 ら れ た た め 上 気 道 感 染 症 の 影 響 が 考 え ら

れ た が 、 上 気 道 感 染 症 罹 患 と 各 S I g A 分 泌 速 度 の 変 化 に は 関

係 性 は 認 め ら れ な か っ た 。 従 っ て 、 本 研 究 結 果 に 対 す る 上 気

道 感 染 症 の 影 響 は 少 な い と 考 え 、 個 別 の 結 果 か ら も エ キ ナ セ

ア の 効 果 が 認 め ら れ な か っ た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  

 

E .  P O M S  

POMS の 結 果 も 唾 液 中 の SIgA の 結 果 と 同 様 に 、 エ キ ナ セ ア

群 で 28 日 目 に お い て 1 名 分 欠 損 し て い る 。  

実 験 初 日 で あ る 0 日 目 (F)の 緊 張 を 示 す 得 点 は 、 プ ラ セ ボ

群 と エ キ ナ セ ア 群 と も に シ ャ ト ル ラ ン 前 (F1)と 比 較 し て シ ャ

ト ル ラ ン 後 (F2)と 練 習 後 (F3)で 有 意 に 値 が 低 下 し た 。 ま た 、

有 意 な 変 化 は 認 め ら れ な か っ た が 、 他 の 測 定 日 も 値 の 低 下 を

示 し た 。 プ ラ セ ボ 群 の 怒 り を 示 す 得 点 は 、 28 日 目 (S)の シ ャ

ト ル ラ ン 前 (S1)と 比 べ 練 習 後 (S3)に お い て 有 意 に 低 下 し た 。

ま た 、 エ キ ナ セ ア 群 に お い て は 有 意 な 変 化 は 認 め ら れ な か っ

た も の の 、 3 日 間 と も シ ャ ト ル ラ ン 前 よ り 練 習 後 で 値 が 低 下

し た 。混 乱 は 、プ ラ セ ボ 群 は 0 日 目 (F)に は 、F1 と 比 べ F2 に

お い て 有 意 に 低 下 し た 。 シ ャ ト ル ラ ン の 実 施 を 予 定 し た こ と

が 緊 張 、 不 安 、 怒 り や 混 乱 の 原 因 に な っ て い た こ と を 示 し て
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い る と 考 え ら れ る 。  

疲 労 は 、 プ ラ セ ボ 群 は 49 日 目 (T)に T1 と 比 べ T2 と T3 に

お い て 有 意 に 増 加 し た 。 エ キ ナ セ ア 群 は 0 日 目 (F)と 28 日 目

(S)と も 、シ ャ ト ル ラ ン 前 (1)と 比 べ シ ャ ト ル ラ ン 後 (2)と 練 習

後 (3)に お い て 有 意 に 増 加 し た 。 49 日 目 (T)に は 、 T1 と 比 べ

T2 に お い て 有 意 に 増 加 し た 。シ ャ ト ル ラ ン と 練 習 に お け る 疲

労 感 の 増 加 が 考 え ら れ る 。  

TMD(総 合 評 価 )か ら も 、 エ キ ナ セ ア 群 は 0 週 目 (F)に は 、 F2

と 比 べ F3 に お い て 有 意 に 低 下 し 、練 習 で 気 分 の 改 善 が 見 ら れ

た 。  

運 動 に よ る POMS の 変 化 に 対 す る エ キ ナ セ ア 摂 取 の 影 響 は

観 察 さ れ な か っ た 。  

 

F.  唾 液 ア ミ ラ ー ゼ 活 性  

エ キ ナ セ ア 群 に お い て 測 定 日 に よ り 対 象 者 数 が 他 の 測 定

結 果 と 比 べ 少 な く な っ た 。 こ れ は 、 測 定 を 行 う 際 に 、 測 定 日

に よ っ て 、 測 定 値 に エ ラ ー を 発 生 さ せ た 人 、 風 邪 の 影 響 で 測

定 に 参 加 で き な か っ た 人 そ し て 測 定 を 忘 れ た 人 が い た た め で

あ る 。そ の 為 、0 日 目 の 対 象 者 は 4 人 、28 日 目 も 4 人 、49 日

目 は 5 人 と な っ た 。 ま た 、 測 定 値 に エ ラ ー が 生 じ た 原 因 と し

て は 、操 作 方 法 が 悪 か っ た ま た は 測 定 器 の 問 題 が 考 え ら れ る 。 

ス ト レ ス を 受 け 交 感 神 経 が 興 奮 す る と 、 唾 液 中 の ア ミ ラ ー

ゼ 活 性 が 高 ま る こ と が 知 ら れ て い る 。 プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ

ア 群 と も に 各 測 定 日 の シ ャ ト ル ラ ン 前 と 比 較 し 、 シ ャ ト ル ラ

ン 後 お よ び 練 習 後 で 唾 液 ア ミ ラ ー ゼ 活 性 は 増 加 傾 向 を 示 し て
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い る 。し か し 、POMS の 結 果 に お い て 、心 理 的 ス ト レ ス の 影 響

は 考 え ら れ な い 。 こ の 結 果 は 、 恐 ら く 運 動 は 交 感 神 経 を 興 奮

さ せ 、 唾 液 中 の ア ミ ラ ー ゼ 活 性 が 高 ま る と 考 え ら れ る 。  

 

G.  健 康 状 態 ア ン ケ ー ト  

 結 果 で は 「 上 気 道 感 染 症 罹 患 者 数 」、「 上 気 道 感 染 症 罹 患 回

数 」、「 上 気 道 感 染 症 罹 患 日 数 」の 3 項 目 に つ い て 比 較 を し た 。

全 て の 結 果 で 、 プ ラ セ ボ 群 と エ キ ナ セ ア 群 に は 有 意 な 差 は な

か っ た 。 い く つ か の 先 行 研 究 に お い て エ キ ナ セ ア 摂 取 が 上 気

道 感 染 症 の 予 防 ま た は 治 療 に 効 果 が あ る と 報 告 さ れ て い る

(H a l l  2 0 0 7、 L i n d e n m u t h  2 0 0 0、 M e l c h a r t  2 0 0 0)。し か し 、エ キ

ナ セ ア 摂 取 が 上 気 道 感 染 症 に 効 果 が な い と い う 報 告 も あ る

(B a r r e t t  2 0 0 2、G r i m m  1 9 9 9)。本 研 究 で は 、エ キ ナ セ ア 摂 取 が

上 気 道 感 染 症 の 予 防 お よ び 治 療 に 効 果 が な い 可 能 性 が 考 え ら

れ る 。 本 研 究 の 問 題 点 と し て は 、 対 象 者 が 少 な か っ た こ と 、

実 験 の 時 期 な ど が 考 え ら れ る 。本 研 究 の 実 験 時 期 は 1 0 月 中 旬

か ら 11 月 末 ま で で あ っ た 。 こ の 期 間 は 気 候 の 変 化 が 大 き く 、

一 番 上 気 道 感 染 症 を ひ き や す い 時 期 で あ る と 考 え ら れ た 。  

 

H .  サ プ リ メ ン ト 摂 取 に 関 し て ア ン ケ ー ト  

ア ン ケ ー ト で は「 体 調 の 変 化 」、「 パ フ ォ ー マ ン ス の 変 化 」、

「 サ プ リ メ ン ト の 飲 み や す さ 」 の 3 項 目 に つ い て 対 象 者 に 質

問 し た 。 全 て の 項 目 に お い て 両 群 で 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ

た 。 従 っ て 、 体 調 や パ フ ォ ー マ ン ス に 対 し て は 、 エ キ ナ セ ア

は 主 観 的 な 効 果 は あ ま り 得 ら れ な か っ た と 考 え ら れ た 。ま た 、
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サ プ リ メ ン ト の 飲 み や す さ が 対 象 者 に 心 理 ス ト レ ス を あ た え

た 可 能 性 も 低 い と 考 え ら れ た 。  

 

 

 

Ⅴ .  結 論  

 

 本 研 究 で は 、 エ キ ナ セ ア 摂 取 が ア ス リ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン

に 与 え る 影 響 を 検 討 す る た め に 、 唾 液 S I g A レ ベ ル と 心 理 的

指 標 と 主 観 的 指 標 を 調 べ た 。 そ の 結 果 、 4 週 間 の エ キ ナ セ ア

の 摂 取 は シ ャ ト ル ラ ン 前 後 ま た は 一 日 の 運 動 を 通 し て S I g A

濃 度 、S I g A 分 泌 速 度 に は 影 響 が 認 め ら れ な か っ た 。ま た 、心

理 状 態 や 唾 液 ア ミ ラ ー ゼ 活 性 に も 影 響 が 認 め ら れ な か っ た た

め 、 エ キ ナ セ ア は 、 免 疫 機 能 お よ び 心 理 状 態 に 影 響 を 示 さ な

い と 考 え る 。   

従 っ て 、 本 研 究 で は 、 ア ス リ ー ト の コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ に

お け る エ キ ナ セ ア の 明 確 な 効 果 は な い と 考 え ら れ た 。今 後 は 、

対 象 者 を 増 や し 、 運 動 条 件 を 変 更 し 、 さ ら な る 検 討 が 必 要 で

あ る と 考 え る 。  
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